
工事名】 道東自動車道　新得工事

番号 回答日 　図書の区分 項　目 質問事項 回答
1 R3.9.27 01_入札公告（説明書） Ｐ7 4-2.技術評価の評価項目

等

「トンネル覆工コンクリート」

入札説明書、4-2.技術評価の評価項目等より、「トンネ
ル覆工コンクリート施工時（「打ち込み」、「養生」）におけ
る品質向上」について、「トンネル覆工コンクリート」に
は、避難連絡坑の覆工コンクリートも含まれるのか、ご
教示願います。

「トンネル覆工コンクリート」とは本坑及び避難連絡坑の
覆工コンクリートも含みます。ただし本坑の覆工コンク
リートのみ適用される技術提案項目も考えられるため、
避難連絡坑に関する提案を含む場合は、その旨を技術
提案書に記載してください。

2 R3.9.27 01_入札公告（説明書） Ｐ7 4-2.技術評価の評価項目
等

「トンネル覆工コンクリート」

入札説明書、4-2.技術評価の評価項目等より、「トンネ
ル覆工コンクリート」のコンクリート種別について、標準
部および非常駐車帯部(坑門工除く)は「T3-4」、避難連
絡坑は「T1-4」でよろしいでしょうか。

そのとおりです。

3 R3.9.27 01_入札公告（説明書） Ｐ7 4-2.技術評価の評価項目
等

「トンネル覆工コンクリート」

入札説明書、4-2.技術評価の評価項目等より、トンネル
覆工コンクリート施工時「打ち込み」について、「生コンク
リートの運搬」や「締固め」に関する提案は「打ち込み」に
含まれるのでしょうか。ご教示願います。

「打ち込み」は、型わくと吹付けコンクリートの空隙に、覆
工コンクリートを充填させる作業として、生コンクリートの
運搬、打設、締固め等が含まれます。

4 R3.10.5 01_入札公告（説明書） Ｐ7 4-2.技術評価の評価項目
等

「トンネル覆工コンクリート」

入札公告書　4-2技術評価の評価項目等
評価項目①のトンネル覆工コンクリートについて、坑門
工（東側18m+西側0.8m）は、提案対象外と考えてよろし
いでしょうかご教示願います。

そのとおりです。

5 R3.10.6 01_入札公告（説明書） Ｐ7 4-2.技術評価の評価項目
等

「トンネル覆工コンクリート」

入札公告　P7
第4　総合評価方式　4-2.技術評価の評価項目等
①トンネル覆工コンクリート施工時（「打ち込み」、「養
生」）における品質向上
「打ち込み」には、締固め作業を含むと考えてよろしいで
しょうか。ご教示ください。

「打ち込み」は、型わくと吹付けコンクリートの空隙に、覆
工コンクリートを充填させる作業として、生コンクリートの
運搬、打設、締固め等が含まれます。

6 R3.9.27 01_入札公告（説明書） Ｐ7 4-2.技術評価の評価項目
等

「下部工施工時」

技術提案の評価項目「供用中路線（道東自動車道）に近
接して行う下部工施工時における一般走行車両に対す
る安全対策」について、特記仕様書11-2において「監督
員が必要と認め指示した作業・期間」で実施する「冬季
休止期間」を対象とした提案は、評価の対象となるので
しょうか。ご教示願います。

橋梁下部工工事関連の作業は冬季休止期間中の作業
としておりませんので、冬季休止期間を対象とした提案
は評価の対象外です。

質問書に対する回答書　一覧表
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工事名】 道東自動車道　新得工事

番号 回答日 　図書の区分 項　目 質問事項 回答
7 R3.10.14 01_入札公告（説明書） Ｐ7 4-2.技術評価の評価項目

等

「下部工施工時」

技術提案について
技術提案評価項目「②供用中路線（道東自動車道）に近
接して行う下部工施工時における一般走行車両に対す
る安全対策」について、一般走行車両への影響が間接
的にでも示すことができる提案であれば、評価の対象と
していただくことは可能でしょうか。ご教示ください。

提案された下部工施工時における安全対策が、供用中
路線（道東自動車道）を走行する一般走行車両に間接
的に影響すると評価者が判断した場合は、評価の対象
となります。

8 R3.9.27 01_入札公告（説明書） Ｐ7 4-3.技術提案書の作成

「下部工施工時」

入札説明書、4-3.技術提案書の作成より、「下部工施工
時」の定義に「構造物掘削」「裏込め土工」が含まれてい
ます。これらの作業で実施する構造物掘削での掘削土
運搬、裏込工のための「客土掘削A」での土運搬時の安
全対策は、当該項目の提案対象として認められるので
しょうか。ご教示願います。

下部工施工時における土運搬時の安全対策が、供用中
路線（道東自動車道）を走行する一般走行車両を対象と
する事項であれば提案対象として認めます。

9 R3.9.27 01_入札公告（説明書） Ｐ7 4-3.技術提案書の作成

「下部工施工時」

入札公告書　P7　4-3技術提案の作成
作成にかかる留意事項に、『技術提案項目②における
「下部工施工」とは、「構造物掘削（土留め工含む）～基
礎工～下部工本体施工～裏込め土工」の施工時～』と
記載がありますが、以下の工種は、該当しないもので
しょうかご教示願います。
①基礎杭
②洗堀防止対策工
③仮設構造物工（仮桟橋設置、施工ヤード造成）

基礎杭、洗堀防止対策工、仮設構造物工が、下部工施
工に必要な項目であって、その安全対策が供用中路線
（道東自動車道）を走行する一般走行車両を対象とする
事項であれば提案対象として認めます。

10 R3.10.6 01_入札公告（説明書） Ｐ7 4-3.技術提案書の作成

「下部工施工時」

技術提案の評価項目
「供用中路線（道東自動車道）に近接して行う下部工施
工時における一般走行車両に対する安全対策」につい
て、橋桁や橋脚等の既設構造物への接触防止策を対象
とした提案は、評価の対象となるのでしょうか。ご教示願
います。

下部工施工時における安全対策の評価項目は、一般走
行車両を対象としており、橋桁や橋脚等の既設構造物
への接触防止策は評価の対象となりません。

11 R3.10.21 01_入札公告（説明書） Ｐ7 4-3.技術提案書の作成

「下部工施工時」

01_入札公告（説明書）　4-3.技術提案書の作成「下部工
施工時」
技術提案書の評価項目
「供用中路線に近接して行う下部工施工時における一
般走行車両に対する安全対策」について、既設橋脚、橋
桁等の変状防止対策を対象とした提案は、評価の対象
となるか、ご教示願います。

提案された下部工施工時における既設橋脚、橋桁等の
変状防止対策が、供用中路線（道東自動車道）を走行す
る一般走行車両に対する安全対策と評価者が判断した
場合は、評価の対象となります。
　Ｒ3.10.6付け質問書に対する回答に記載しているとお
り、橋桁や橋脚等の既設構造物への接触防止策は評価
の対象となりません。

12 R3.9.27 01_入札公告（説明書） Ｐ7 4-3.技術提案書の作成

「過度なコスト負担を要する
提案の取り扱い」

入札説明書、4-3.技術提案書の作成より、本工事におけ
る過度なコスト負担を要する提案の事例が記載されてい
ますが、それに該当しない提案に関しては、金額の大小
に関わらず過度なコスト負担を要する提案に該当しない
と考えてよろしいでしょうか。

入札説明書４-３.技術提案書 作成にかかる留意事項
「過度なコスト負担を要する提案の事例」に記載されてい
るものは事例であり、記載されていない提案であっても、
使用材料、施工方法等が過度にコスト負担を要すると評
価者が判断した場合、過度のコスト負担を要しない提案
より優位な評価とはしません。
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工事名】 道東自動車道　新得工事

番号 回答日 　図書の区分 項　目 質問事項 回答
13 R3.9.27 01_入札公告（説明書） Ｐ8 4-6.技術提案書の採否の

確認等

「評価基準」

入札公告（説明書）、4-6.技術提案書の採否の確認等－
(3)評価基準－評価基準-留意事項について、①では、
提案書の一部が設計図書に適合しないか本工事で採用
できない場合、当該技術提案を不採用とするとあります
が、③では、一部を不採用とした場合、当該箇所を除い
た記載内容で評価するとあります。
①と③の違いをご教示ください。

①については、入札公告（説明書）、4-3技術提案書の
作成　作成にかかる留意事項　に記載されている「複数
の施工技術の組み合わせでなければ効果が発揮されな
いなど一体不可分であり、一般的にもその組み合わせ
で施工されている場合は当該技術提案を１つの施工技
術で構成されているものと判断する。」場合の留意事項
であり、③については、それ以外としております。

14 R3.9.27 01_入札公告（説明書） Ｐ8 4-6.技術提案書の採否の
確認等

「評価基準」

入札公告（説明書）、4-6.技術提案書の採否の確認等－
(3)評価基準－評価基準-留意事項について、⑩より、記
載内容が複数提案と判断された場合は、その提案すべ
てが評価対象外と考えてよろしいでしょうか。

そのとおりです。

15 R3.9.27 02_申請書関係 様式２

「記載方法」

様式2　記載方法について
　1．企業評価　施工実績　同種工事a:は‘NATM工法に
より・・・・施工延長700m以上あるトンネル工事‘とあり
様式2記載欄には‘施工延長〇〇m‘となっております
が、施工実績が例えば掘削　800m、覆工コンクリート
1,000mの場合、掘削実績800mを‘施工延長　800m‘と記
載して宜しいでしょうか。ご教示願います。

企業評価　施工実績として評価する施工延長は掘削延
長となります。
工事実績情報システム（ＣＯＲＩＮＳ）に登録されている工
事におけるトンネルの場合は、掘削延長となる施工延長
を記載してください。ＣＯＲＩＮＳに登録されていない場合
は、契約書、図面、特記仕様書等掘削延長が証明でき
るものを添付してください。

16 R3.10.21 02_申請書関係 技術提案書作成説明書 技術提案書作成説明書
1. 技術提案書の提出
作成ファイル名について
様式内容「技術提案意思確認書」のファイル名は、「様
式-提案2_技術提案書（会社名）」となっていますが、「様
式-提案1_技術提案書（会社名）」ではないでしょうか。
また、様式内容「技術提案書」についても同様です。ご教
示願います。

技術提案書作成説明書　１．技術提案書の提出に記載
されている作成ファイル名については記載のとおり作成
ください。

17 R3.9.27 02_申請書関係 技術提案書作成説明書

「文字について」

技術提案書作成説明書、5．技術提案書の記載上の注
意事項及び添付資料-(2)より、文字の大きさ10ポイント
以上を順守すれば、フォント・文字色・行間・枠線・余白
は変更可能と考えてよろしいでしょうか。ご教示願いま
す。

判読可能であれば、フォント・文字色・行間・枠線は変更
可能です。
但し、余白(四方 各12mm)については、変更を認めませ
ん。

18 R3.11.8 03_特記仕様書 Ｐ11 17-1　工事用道路の指定

「延長」

特記仕様書17-1
工事用道路の⑩⑮⑯の延長について、特記仕様書17-1
の数値と設計図の位置図(2)及び土取場位置図の数値
が一致しません。どちらを正とすればよろしいでしょう
か。

工事用道路⑩⑮⑯の延長は設計図の記載が正しい値と
なります。
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工事名】 道東自動車道　新得工事

番号 回答日 　図書の区分 項　目 質問事項 回答
19 R3.11.8 03_特記仕様書 Ｐ11 17-1　工事用道路の指定

「延長」

特記仕様書17-1において、⑩の経路は延長900mとあり
ますが、除雪範囲図では延長550mとなっています。どち
らが正でしょうか。

工事用道路⑩の延長は設計図の記載延長550ｍが正し
い値となります。

20 R3.11.18 03_特記仕様書 P11 17.工事用道路に関する事
項

「交通量」

特記仕様書P11　17.工事用道路に関する事項
指定されている工事用道路につきまして、それぞれの路
線の1日当りの交通量について、ご教示願います。

交通量については現地をご確認下さい。

21 R3.11.8 03_特記仕様書 Ｐ12 17-1　工事用道路の指定

「延長」

特記仕様書17-1において、⑯の経路は延長1,600mとあ
りますが、延長430m程度ではないでしょうか。

工事用道路⑯の延長は設計図の記載延長430ｍが正し
い値となります。

22 R3.11.8 03_特記仕様書 Ｐ12 17-1　工事用道路の指定

「幅員・延長」

特記仕様書17-1において、⑮の経路は幅員8m、延長
1,600mとありますが、幅員4m、延長570m程度ではない
でしょうか。

工事用道路⑮の延長は設計図の記載延長570ｍが正し
い値となり幅員は4ｍとなります。

23 R3.11.15 03_特記仕様書 P21 22－9　換気設備

「集じん」

特記仕様書P21  22－9換気設備
集じん機の機種が「2000m3/min(42kw×2)が1台との表
記ですが「2000m3/min(42kw)が1台ではないでしょうか

坑内の換気設備について坑口から切羽位置500ｍ～貫
通までは2000m3/min(42kＷ×１)が正となります。後日、
交付図書を訂正いたします。

24 R3.10.14 03_特記仕様書 Ｐ22 23-3　建設副産物の活用
等

「コンクリート塊の数量」

特記仕様書P22　23-3　建設副産物の活用等　コンク
リート塊
特記仕様書の合計数量では約130m3と記載されており
ますが、設計図等の公告・閲覧資料では、くい頭処理（3
箇所）：193.6m3、鏡吹付コンクリート：1,138.8m3、構造物
取壊し工：3.6m3となり、合計数量：1,336m3となります。
記載されている数量内訳について、ご教示願います。

特記仕様書　建設副産物　コンクリート塊の数量には、
鏡吹付コンクリートは特記仕様書３０－６－１　トンネル
掘削に記載のとおり、除去及び処分に要する費用は含
まれていないことから、コンクリート塊の数量に含めてお
りません。
くい頭処理は割掛対象表の項目であり、設計図書に明
示した条件により発注者が必要と考えた付属的な仮設
物等の間接的な工事であり、発注者が指定仮設物とし
て指定したもの以外は、受注者の責任において必要な
ものを定め施工していただくこととなります。したがいまし
て、くい頭処理数量は、貴社の施工計画に基づきお考え
ください。
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工事名】 道東自動車道　新得工事

番号 回答日 　図書の区分 項　目 質問事項 回答
25 R3.11.25 03_特記仕様書 P25 25-1　工事の部分使用

「引き渡し形状」

特記仕様書25-1工事の部分使用　参考図38/56
ペンケオタソイ川A1・P1・P2・A2下部工施工ヤード造成
後、撤去は不要で上部工に引き渡しとお考えでしょう
か。撤去の有無をご教示下さい。

Ｒ3.11.10付け「質問書に対する回答」①番号１１をご確認
ください。

26 R3.11.25 03_特記仕様書 P25 26.現場環境改善に関する
事項

「算定方法」

特記仕様書P25　26.現場環境改善
現場環境改善の記載が有りますが、土木工事積算基準
P2-31に基づき算定し、計上でしょうか。

そのとおりです。

27 R3.11.25 03_特記仕様書 Ｐ27 30-2　土工

「積算の内容」

道路掘削
土木工事積算基準　令和3年度版　拡幅土工34-1-1
1.適用に「拡幅工事とは、供用路線の外側に一車線分
の拡幅を両側に一車線ずつ又は片側に一車線拡幅する
工事をいい」と記載がありますが、本工事の道路掘削に
ついては、拡幅土工に該当するかどうか、ご教示願いま
す。

積算に用いる内容についてはお答えできません。
なお、当該工事は並列路線（二車線以上）を施工する４
車線化工事となります。

28 R3.10.6 03_特記仕様書 Ｐ27 30-2-1　道路掘削、客土掘
削

「土質区分」

2-（3）客土掘削　土砂A
新内土取場から発生する材料の土質区分について、ご
教示願います。

数量明細書（参考）に記載のとおり、客土掘削　土砂Ａの
土質区分は「土砂Ｂ」を想定しております。

29 R3.11.8 03_特記仕様書 Ｐ27 30-2-1　道路掘削、客土掘
削

「土質区分」

客土掘削の想定されている土質分類、またはＣ値を御
教示ください。

Ｒ3.10.9付け「質問書に対する回答」番号３をご確認くだ
さい。

30 R3.11.10 03_特記仕様書 Ｐ27 30-2-1　道路掘削、客土掘
削

「土質区分」

道路掘削　土砂（表土）A
土砂（表土）Aの土質区分について、ご教示願います。

表土の土質区分は土木工事積算基準（令和３年度版
（東日本高速道路株式会社、中日本高速道路株式会
社、西日本高速道路株式会社））第７編土工　３.土質区
分　３―１土質区分に記載のとおり「土砂Ｅ」を想定して
います。

31 R3.10.6 03_特記仕様書 Ｐ28 3-2-3 　高盛土排水工

「積算に用いる施工歩掛」

特-（1） 　高盛土排水工　Du-Pφ0.60・1.20・1.20
積算基準の地下排水工（管布設）の施工歩掛には、管
径φ500までしかありません。管径φ600の施工歩掛に
ついて、ご教示願います。

積算に用いる施工歩掛についてはお答えできません。
御社の施工計画に基づき計上してください。
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工事名】 道東自動車道　新得工事

番号 回答日 　図書の区分 項　目 質問事項 回答
32 R3.11.10 03_特記仕様書 Ｐ28 特-（1）　高盛土排水工

「材料の仕様」

単価表　11～13番「高盛土排水工」
高密度ポリエチレン管はシングル管・ダブル管のどちら
でお考えでしょうか。ご教示お願い致します。

「共通仕様書５－４－１」及び「土工施工管理要領　Ⅵ.用
排水構造物　表Ⅵ―４　排水管の品質管理の種別（２）」
に規定する材料になり、２重管構造です。

33 R3.11.10 03_特記仕様書 Ｐ28 特-（1）　高盛土排水工　の
り尻工　A

「材料の仕様」

単価表　10番「高盛土排水工」のり尻工　A
特記仕様書　18-1-(5)　高盛土排水工に使用する材料
図面「参考図12/40」　高盛土排水工
高盛土排水工に使用する材料は購入材と考えて宜しい
でしょうか。
基盤排水工・のり尻工は割栗石（150～200）、水平排水
層は切込砕石（C-40）。ご教示お願い致します。

高盛土排水工に使用する材料は特記仕様書１８－１「盛
土材等」に規定する材料を使用し、御社の施工計画に基
づきお考えください。
なお、のり尻工は特記仕様書１８－１「盛土材等」の規定
する材料となる割栗石もしくは砕石としております。

34 R3.9.27 03_特記仕様書 Ｐ31 30-2-5　構造部掘削

「区分内容」

特記仕様書30-2-5構造物掘削の区分内容には、構造
物裏込め工及び構造物埋戻しに関する記載がないこと
から、発生土はすべて下部路体部へ流用すると考えて
よろしいでしょうか。
また、構造物裏込め工および構造物埋戻しは、客土掘
削土砂Aに記載されていることから、広内川橋下部工な
どの構造物の裏込め工及び埋戻しで使用する土砂はす
べて新内土取場からと考えてよろしいでしょうか。

構造物掘削土は特記仕様書３０－２－５構造物掘削に
記載のとおり、本線盛土箇所下部路体へ流用としていま
す。
構造物裏込め工B部、構造物埋戻し部は特記仕様書３０
－２－１　道路掘削、客土掘削に記載のとおり、客土掘
削　土砂Aはすべて新内土取場からの施工となります。

35 R3.11.8 03_特記仕様書 Ｐ31 30-2-5　構造物掘削

「硬質地盤クリア工法」

建設機械の豪雪補正について
硬質地盤クリア工法で使用します油圧式杭圧入機は豪
雪補正の対象でしょうか

機械損料の補正については土木工事積算基準（令和３
年度版（東日本高速道路株式会社、中日本高速道路株
式会社、西日本高速道路株式会社））第５編　機械器具
経費　５－１積雪地域における補正を行います。

36 R3.11.8 03_特記仕様書 Ｐ31 30-2-5　構造物掘削

「鋼矢板」

構造物掘削特殊部において、切断された鋼矢板はスク
ラップ計上と考えてよろしいでしょうか。

切断された鋼矢板の売却処分、運搬費については含ま
れておりません。

37 R3.11.8 03_特記仕様書 Ｐ31 30-2-5　構造物掘削

「鋼矢板」

ペンケオタソイ川橋（下り線）の鋼矢板撤去は、どの項目
に計上されていますか。

ペンケオタソイ川橋（下り線）の鋼矢板撤去は、対象とな
る下部工の各構造物掘削　特殊部の単価に含まれま
す。
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工事名】 道東自動車道　新得工事

番号 回答日 　図書の区分 項　目 質問事項 回答
38 R3.11.8 03_特記仕様書 Ｐ31 30-2-5　構造物掘削

「中古材」

特記仕様書P31　30-2-5　構造物基礎
(3)土留め工種別の備考に「中古材」との記載がございま
す。また特記仕様書P50の仮桟橋の材料は「中古品の
購入材」と記載がございます。この両者の違いについて
ご教示願います

両社に違いはなく、中古材を購入するとしています。

39 R3.11.25 03_特記仕様書 P31 30-2-5　構造物掘削

「施工の内容」

特記仕様書P31　30-2-5構造物掘削特殊部
特殊部B,C,Dで使用する硬質地盤クリア工法の圧入機
の総重量は23ｔとなりますが、基地からの運搬費は計上
されていますか。ご教示下さい。

特記仕様書30-2-5（10）に記載のとおり、施工に要する
労力・機械器具等で本工事を完成するために必要な費
用で諸経費を除く費用を含めて算出してください。

40 R3.11.25 03_特記仕様書 P31 30-2-5　構造物掘削

「施工の内容」

特記仕様書P31　30-2-5構造物掘削特殊部
構造物掘削特殊部BCDで使用する油圧圧入機の据付
解体は、各々の施工箇所に計上されていますか。ご教
示下さい。

各々の施工箇所で計上ください。

41 R3.10.29 03_特記仕様書 Ｐ31 30-2-5　構造物掘削

「継杭箇所」

2-（6）　構造物掘削　特殊部B
特記仕様書P31-32(3)土留め工の種別の「構造物掘削
特殊部B」に普通鋼矢板Ⅳ型の継杭箇所が「1箇所また
は―」と記載されておりますが、【参考図】ペンケオタソイ
川橋（下り線）P-1橋脚架設図6,7/7（参考図）を確認する
と、CASE-5は3箇所、CASE-6は3箇所及び9箇所の継手
が必要と思われます。継杭箇所数について、ご教示願
います。

継手の箇所数は参考図に記載の数量が正しい数量とな
ります。

42 R3.10.29 03_特記仕様書 Ｐ31 30-2-5　構造物掘削

「積算に用いる材料単価」

2-（6）　構造物掘削　特殊部A
特記仕様書P31に記載の土留め工に使用する普通鋼矢
板Ⅲ型（中古材）は、本工事において撤去となっておりま
すが、新材価格の90％での購入単価を計上されている
ということでしょうか。中古材単価の算出方法について、
ご教示願います。

普通鋼矢板Ⅲ型は賃料となります。

43 R3.11.8 03_特記仕様書 Ｐ31 ダンプトラックの走行速度

「積算に用いる時間」

ダンプトラックの走行速度について、①実際の運搬走行
を行う時間に作業状態を試行して定める、②基準書の
表12-2に基づき定める、のどちらで設定されています
か。

土木工事積算基準（令和３年度版（東日本高速道路株
式会社、中日本高速道路株式会社、西日本高速道路株
式会社））第７編土工　１２（５）ダンプトラックの速度につ
いては走行試験の速度ではなく、表１２－２　ダンプトラッ
ク走行速度の標準を元に算出します。
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工事名】 道東自動車道　新得工事

番号 回答日 　図書の区分 項　目 質問事項 回答
44 R3.11.8 03_特記仕様書 Ｐ31・Ｐ49 30-2-5　構造物掘削

30-8-6　仮設構造物工

「積算に用いる材料単価」

清水工事の質問回答において「仮設目隠工」の中古材
については「新品価格の90%」を上限とするとの回答でし
た。それは仮設構造物に使用する、鋼矢板、土留め支
保工及び仮桟橋も準ずるということでよろしいでしょうか

そのとおりです。

45 R3.11.8 03_特記仕様書 Ｐ32 30-2-5　構造物掘削

「ゼロクリアランス工法」

建設機械の豪雪補正について
清水工事での回答ではゼロクリアランス工法で使用する
油圧圧入機は豪雪補正の対象ではないとのことでした
が、新得工事でも同様と考えてよろしいでしょか

機械損料の補正についてはく土木工事積算基準（令和
３年度版（東日本高速道路株式会社、中日本高速道路
株式会社、西日本高速道路株式会社））第５編　機械器
具経費　５－１積雪地域における補正を行います。

46 R3.11.8 03_特記仕様書 Ｐ34 30-3-2　コンクリートブロッ
ク積工

「裏込めコンクリート」

大型コンクリートブロック積みの裏込めコンクリート
387.5m3がコンクリート D1-1に計上されておりません。
コンクリートブロック積工　大型コンクリートブロック積み
(練)控70㎝の単価項目に含まれるとの解釈でよろしいで
しょうか。
ご教授願います。

胴込コンクリートは共通仕様書４－１７－６支払に記載の
とおり、大型コンクリートブロック積み(練)控70㎝の単価
項目に含まれます。

47 R3.11.18 03_特記仕様書 Ｐ34 30-3-2　コンクリートブロッ
ク積工

「施工の内容」

4-（14）コンクリートブロック積工　コンクリートブロック積
み（練）控35ｃｍA、B　大型コンクリートブロック積み（練）
控70ｃｍ
コンクリートブロック積工、大型コンクリートブロック積工
について、共通仕様書4-17-6「支払」、及び特記仕様書
P34同項目において、
① 契約単価の「支払」に単管傾斜足場の記載がありま
せん。本項目の施工に単管傾斜足場は必要であると考
えますが、単管傾斜足場の費用については、受注後の
監督員との協議と考えればよろしいでしょうか。単管傾
斜足場について、ご教示願います。
② 施工前ののり面調査について、契約単価の「支払」に
含まれますが、土工施工管理要領の切土・盛土のり面
調査と同様に諸経費に含まれると考えます。本項目にお
いては、別途施工前ののり面調査費用が計上されてい
るということでしょうか。施工前ののり面調査費用につい
て、ご教示願います。

① 特記仕様書４－１７－６支払に記載のとおり、契約単
価の支払いには、コンクリートブロック積工、大型コンク
リートブロック積工に関してすべての費用を含みますの
で、御社の施工計画に基づき必要な費用を計上してくだ
さい。
② 施工前ののり面調査費用は単価に含まれます。

48 R3.11.25 03_特記仕様書 P35 30-3-3　基礎工

「数量」

特記仕様書P35　30-3-3基礎工
基礎工BCDの掘削・埋戻し土量をご教示下さい。

掘削・埋戻しの数量については設計図書に基づき算出
してください。
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工事名】 道東自動車道　新得工事

番号 回答日 　図書の区分 項　目 質問事項 回答
49 R3.10.6 03_特記仕様書 Ｐ35 30-3-4　ドレーンかご工

「積算に用いる材料単価
・積算に用いる施工歩掛」

特-（3）　ドレーンかご工　ドレーンかご工（ｔ＝25ｃｍ）
ドレーンかご形状は標準単価適用外であるため、材料
単価・施工歩掛について、ご教示願います。

積算に用いる材料単価・施工歩掛についてはお答えで
きません。
御社の施工計画に基づき計上してください。

50 R3.11.8 03_特記仕様書 Ｐ36 30-4　基礎杭及びケーソン
工

「施工内容」

費用計上について
基礎杭の掘削残土を本線の路体盛土に流用する場合
の「敷均し・転圧」は金抜設計書のどの単価項目に計上
すればよろしいでしょうか

基礎杭に計上ください。

51 R3.11.8 03_特記仕様書 Ｐ36 30-4　基礎杭及びケーソン
工

「コンクリート」

広内川橋P1､P2およびペンケオタソイ川橋A1の基礎杭
場所打ちコンクリート杭（人力掘削）のコンクリート数量
計1,773.1m3がコンクリート B2-1に計上されておりませ
ん。
基礎杭　場所打ちコンクリート杭（人力掘削）の単価項目
に含まれるとの解釈でよろしいでしょうか。

そのとおりです。

52 R3.11.10 03_特記仕様書 Ｐ36 30-4　基礎杭及びケーソン
工

「コンクリート」

基礎杭　場所打ちコンクリート杭（人力掘削,φ2.500、φ
4.000）
場所打ちコンクリート杭（人力掘削,φ2.500、φ4.000）の
コンクリート数量が、数量総括表に記載されていないよう
ですが、設計数量の各54ｍおよび120ｍの中にコンク
リートが含まれているのでしょうか。積算の有無について
ご教示願います。

基礎杭　場所打ちコンクリート杭（人力掘削）にコンクリー
トＢ２－１は含みます。

53 R3.10.21 03_特記仕様書 Ｐ36 30-4　基礎杭及びケーソン
工

「施工方法」

03_金抜設計書　44　7-（1）基礎杭　場所打ちコンクリート
杭（人力掘削，φ2.500）、45　7-（1）基礎杭　場所打ちコ
ンクリート杭（人力掘削，φ4.500）
深礎工の軟岩・硬岩は、積算基準通り発破での施工と
お考えでしょうか。ご教示ください。

人力掘削による場所打ちコンクリート杭　深礎工法の硬
岩・軟岩の施工は、土木工事積算基準（令和３年度版
（東日本高速道路株式会社、中日本高速道路株式会
社、西日本高速道路株式会社））第１７編基礎杭工４－３
－２施工歩掛（１）土質分類においては土砂Ⅱ相当とな
り、発破での施工を想定しておりません。

54 R3.11.10 03_特記仕様書 Ｐ37 30-5-2　型わく工

「施工内容」

避難連絡坑のトンネル覆工で使用する型わくT（S）は、
移動・据付[TNL-42M]だけでなく、型わくの組立・撤去
[TNL-41]も計上しているでしょうか、ご教示ください。

共通仕様書８－３－６支払に記載のとおり、移動・据付、
組立・撤去は含みます。
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工事名】 道東自動車道　新得工事

番号 回答日 　図書の区分 項　目 質問事項 回答
55 R3.10.6 03_特記仕様書 Ｐ37 30-5-3　鉄筋工

「積算に用いる運搬内容」

8-（3）鉄筋　A1
市場単価適用の鉄筋工において、エポキシ樹脂塗装鉄
筋の塗装工場からの運搬が別途必要と考えます。塗装
工場からの運搬距離および運搬に用いるトラック等の規
格について、ご教示願います。

8-（3）鉄筋Ａ１は共通仕様書8-4鉄筋工に記載のとおり、
運搬を含む単価となります。
なお、積算に用いる運搬についてはお答えできません。
御社の施工計画に基づき計上してください。

56 R3.11.25 03_特記仕様書 P38 30-6-1　トンネル掘削

「積算の内容」

特記仕様書P38　30-6-1トンネル掘削
避難連絡坑の掘削は割石工法による機械掘削となって
いますが、ドリルジャンボはホイール・2ブーム1バスケッ
ト・ドリフタ150ｋｇ級でお考えでしょうか。また、前記ドリル
ジャンボの運搬組立運搬費はどの項目に計上されてい
ますか。ご教示ください。

積算に用いる内容についてはお答えできません。
特記仕様書30-6-1（3）に記載のとおり、施工に要する労
力・機械器具等で本工事を完成するために必要な費用
で諸経費を除く費用を含めて算出してください。

57 R3.11.10 03_特記仕様書 Ｐ41 特-（4）　長尺先受工　打設
工A（L=9.5m）打設工B
（L=12.5ｍ）

「材料の仕様」

特-（4）長尺先受工　打設工A（L=9.5m）打設工B（L=12.5
ｍ）
長尺先受工の削孔システムについて、ロストビットタイプ
でしょうか、それとも、パイロットビット回収タイプでしょう
か。ご教示願います。

御社の施工計画に基づき計上してください。

58 R3.11.8 03_特記仕様書 Ｐ42 30-6-3　長尺鋼管先受工

「注入速度」

特記仕様書P42
長尺鋼管先受工の注入速度が5ℓ/minと記載されており
ますが、セメント系の注入速度は15ℓ/minではないでしょ
うか。ご確認願います

長尺鋼管先受工のセメント系の注入速度は15ℓ/minとな
ります。

59 R3.11.8 03_特記仕様書 Ｐ43 30-6-4　ずり処理工

「運搬ルート」

ずり処理工A2の場外仮置場までの運搬ルートは、工事
用道路⑩→⑨→⑧と、⑩→⑨→⑬→⑫→⑧のどちらを
想定されているか御教示願います。また、客土掘削の運
搬ルートについても同様に御教示願います。

設計図書及び現地条件に基づき運搬ルートをお考えく
ださい。
なお、工事用道路⑨については現地条件により土運搬
は困難と考えております。

60 R3.11.8 03_特記仕様書 Ｐ43 30-6-4　ずり処理工

「種別」

特記仕様書30-6-4
ずり処理工A2は場外ずり仮置場までの運搬となってい
ますが、これは冬期のトンネルずりを仮置きするものと
考えてよろしいでしょうか。

そのとおりです。

61 R3.11.8 03_特記仕様書 Ｐ43 30-6-4　ずり処理工

「種別」

特記仕様書30-6-4
ずり処理工A2の作業内容として、「場外ずり仮置場まで
の運搬、盛土箇所での敷均し、締固め、整形及び仕上
げ、のり面仕上げ」となっていますが、場外仮置場で敷
均し、締固め、仕上げを行うということでよろしいでしょう
か。

ずり処理工Ａ２の作業内容は「ずり仮置場のおける敷き
均し、整形、ずり仮置き場の掘削、積込み、本線盛土箇
所までの運搬、敷き均し、締固め、整形及び、仕上げ、
のり面仕上げ」を含みます。
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工事名】 道東自動車道　新得工事

番号 回答日 　図書の区分 項　目 質問事項 回答
62 R3.11.8 03_特記仕様書 Ｐ43 30-6-4　ずり処理工

「種別」

特記仕様書30-6-4
質問番号2により、場外ずり仮置場から本線盛土箇所へ
の2次運搬に要する費用はどこに計上すればよいのか、
ご教授願います。

ずり処理工Ａ２に含まれます。

63 R3.11.8 03_特記仕様書 Ｐ43 30-6-4　ずり処理工

「種別」

特記仕様書17-1において、⑨の経路は延長1,450mとあ
り、除雪範囲図ではこの一部の280mだけが除雪対象と
なっています。このことから、ずり処理工A2の運搬経路
は⑫、⑬を通るものと考えてよろしいでしょうか。

そのとおりです。

64 R3.11.8 03_特記仕様書 Ｐ43 30-6-4　ずり処理工

「種別」

特記仕様書30-6-4において、ずり処理工A2はA1と同じ
く、本線盛土箇所（路体及び構造物裏込めB）に使用で
きるものと考えてよろしいでしょうか。

そのとおりです。

65 R3.11.10 03_特記仕様書 Ｐ43 30-6-4　ずり処理工

「種別」

ずり処理工A2
場外仮置き場から本線盛土箇所までの運搬は協議対象
でしょうか。ご教示願います。

ずり処理工Ａ２の作業内容は「ずり仮置き場における敷
き均し、整形、ずり仮置き場の掘削、積込み、本線盛土
箇所までの運搬、敷き均し、締固め、整形及び、仕上
げ、のり面仕上げ」を含みます。
なお、Ｒ3.11.8付け「質問書に対する回答」①番号２と同
じになります。

66 R3.10.21 03_特記仕様書 Ｐ43 30-6-6　計測工

「電源」

計測工C（内空変位測定、発破振動測定）
計測機器用のAC100V電源はⅠ期線トンネルと別途で
設置・撤去を行う事で宜しいでしょうか？若しくはⅠ期線
トンネル内のAC100V電源をお借りすることは可能でしょ
うか？

計測工Cに関してⅠ期線トンネル内の電源は使用できま
せん。特機仕様書３０－６－６（６）に記載のとおり施工に
要する材料・労力・機械器具等本工事を完成するために
必要な費用で諸経費を除く費用を含めて算出してくださ
い。

67 R3.11.25 03_特記仕様書 P43 30-6-6　計測工

「計測期間」

計測工
特記仕様書P43　30-6-6計測工（2）施工
内空変位測定、発破振動測定の計測については、距離
等影響の有無を考慮せず、全ての計測箇所に於いて、
それぞれの施工期間中は常時計測をすることで、宜しい
でしょうか？

そのとおりです。

68 R3.11.15 03_特記仕様書 Ｐ44 12-(15)　汚濁水処理工

「汚濁水処理装置」

建設機械の豪雪補正について
金抜設計書　単価番号119及び120における濁水処理装
置は豪雪補正の対象でしょうか

機械損料の補正についてはく土木工事積算基準（令和
３年度版（東日本高速道路株式会社、中日本高速道路
株式会社、西日本高速道路株式会社））第５編　機械器
具経費　５－１積雪地域等における補正を行います。
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工事名】 道東自動車道　新得工事

番号 回答日 　図書の区分 項　目 質問事項 回答
69 R3.11.15 03_特記仕様書 Ｐ44 特-(5)　鉄網工A

「材料の仕様」

金抜設計書　単価番号117  特-(5)鉄網工A
当該項目で使用する鉄網の規格は、「φ5-150*150」と
「D6*125*250」のどちらでしょうか

設計図　広内トンネル　避難連絡坑扉部詳細図に示す
溶接金網の規格は「D6*125*250」が正となります。後
日、交付図書を訂正いたします。

70 R3.11.8 03_特記仕様書 Ｐ47 30-8-3  洗堀防止対策工

「施工内容」

特記仕様書P47　30-8-3  洗堀防止対策工
「この契約単価にはコンクリートブロックの設置面の不陸
整正、根固めコンクリートブロックの運搬・設置、コンク
リートの打設等施工に要する材料・労力・機械器具等本
工事を完成するために必要な費用」とありますが。天端
コンクリートや現場打ちコンクリートも対象でしょうか

そのとおりです。

71 R3.11.8 03_特記仕様書 Ｐ47 30-8-3  洗堀防止対策工

「施工内容」

特記仕様書P47　30-8-3  洗堀防止対策工
「P2橋脚基面上の洗堀防止を目的として」とありますが、
図面及び数量計算書は既設P3橋脚部の数量も算出さ
れています。既設P3橋脚部は積算対象外でしょうか

洗堀防止対策工の数量にペンケオタソイ川橋　Ⅰ期線
（上り線）Ｐ３橋脚は含みます。

72 R3.11.10 03_特記仕様書 Ｐ47 特-（9）　洗掘防止対策工

「施工内容」

単価表　141番
図面「橋梁下部工　ペンケオタソイ川橋69/69」P-2橋脚
洗掘防止対策工
既設Ⅰ期線P3橋脚の既設笠コンクリート撤去・既設天端
コンクリート撤去も「洗掘防止対策工」に含むのでしょう
か。
含まない場合別途精算と考えて宜しいでしょうか。
また、含む場合撤去したコンクリート殻は処分と考えて
宜しいでしょうか。ご教示お願い致します。

既設Ⅰ期線Ｐ３橋脚の既設笠コンクリート撤去・既設天
端コンクリート撤去も「洗掘防止対策工」に含みます。ま
た、発生するコンクリート殻について、積込運搬・処分費
は本単価項目に含みます。

73 R3.11.10 03_特記仕様書 Ｐ47 特-（9）　洗掘防止対策工

「施工内容」

単価表　141番「洗掘防止対策工」
図面「橋梁下部工　ペンケオタソイ川橋69/69」P-2橋脚
洗掘防止対策工
根固めブロック2.0ｔ型は現地製作でお考えでしょうか。
その場合コンクリートの強度をご教示願います。

根固めブロック2.0ｔ型はプレキャスト製品となります。

74 R3.10.14 03_特記仕様書 Ｐ48 30-8-4　仮設防護柵工

「積算に用いる材料単価」

特-（10）仮設防護柵工　設置工A
特記仕様書P48に記載の中古品は、新材価格の90％で
の購入単価を計上されているということでしょうか。中古
品単価の算出方法について、ご教示願います。

発注者が想定している中古品の価格は土木工事積算基
準（令和３年度版（東日本高速道路株式会社、中日本高
速道路株式会社、西日本高速道路株式会社））第３編
材料費　５．仮設材料費に記載のとおり新品価格の９
０％を上限とし算出します。
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工事名】 道東自動車道　新得工事

番号 回答日 　図書の区分 項　目 質問事項 回答
75 R3.11.25 03_特記仕様書 P48 30-8-4　仮設防護柵工

「積算に用いる材料単価」

特記仕様書P48　30-8-4仮設防護柵工
仮設防護柵は中古品とありますが、その運搬費はこの
単価項目に計上とお考えでしょうか。ご教示下さい。

R3.10.14「質問書に対する回答」①番号１０をご確認くだ
さい。

76 R3.10.29 03_特記仕様書 Ｐ49 30-8-5　仮設目隠板工

「設置期間」

仮設目隠板工（設置工A、設置工B）
仮設目隠板工（設置工A）および仮設目隠板工（設置工
B）は、設置のみで工事終了後は存置する考えで宜しい
でしょうか。ご教示願います。

そのとおりです。

77 R3.10.14 03_特記仕様書 Ｐ49 30-8-5　仮設目隠板工

「積算に用いる材料単価」

特-（11）仮設目隠板工　設置工A
特記仕様書P49に記載の中古材は、新材価格の90％で
の購入単価を計上されているということでしょうか。中古
材単価の算出方法について、ご教示願います。

発注者が想定している中古品の価格は土木工事積算基
準（令和３年度版（東日本高速道路株式会社、中日本高
速道路株式会社、西日本高速道路株式会社））第３編
材料費　５．仮設材料費に記載のとおり新品価格の９
０％を上限とし算出します。

78 R3.10.14 03_特記仕様書 Ｐ49 30-8-5　仮設目隠板工

「積算に用いる材料単価」

特-（11）仮設目隠板工　設置工B
特記仕様書P49に記載の中古材は、新材価格の90％で
の購入単価を計上されているということでしょうか。中古
材単価の算出方法について、ご教示願います。

発注者が想定している中古品の価格は土木工事積算基
準（令和３年度版（東日本高速道路株式会社、中日本高
速道路株式会社、西日本高速道路株式会社））第３編
材料費　５．仮設材料費に記載のとおり新品価格の９
０％を上限とし算出します。

79 R3.11.25 03_特記仕様書 Ｐ49 30-8-6　仮設構造物工

「杭」

金抜設計書　番号145　仮設構造物工　仮桟橋設置A
当該項目にはダウンザホールによるH鋼杭が計画され
ております。
弊社ではH鋼杭の埋戻し（中詰）にはモルタルによる充
填を計画しておりますが、そうなると最終的にこのH鋼杭
は引き抜くことができなくなりますが、モルタル充填によ
る施工計画をして良かったでしょうか。

Ｈ鋼杭は引く抜く計画としており、参考図　広内川橋　仮
桟橋計画図（2/3）に記載のとおり砂充填となります。

80 R3.10.29 03_特記仕様書 Ｐ50 30-8-6　仮設構造物工

「積算に用いる材料単価」

特-（12）　仮設構造物工　仮桟橋設置A
特記仕様書P50に記載の中古品は、新材価格の90％で
の購入単価を計上されているということでしょうか。中古
品単価の算出方法について、ご教示願います。

発注者が想定している中古品の価格は土木工事積算基
準（令和３年度版（東日本高速道路株式会社、中日本高
速道路株式会社、西日本高速道路株式会社））第３編
材料費　５．仮設材料費に記載のとおり新品価格の９
０％を上限とし算出します。
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工事名】 道東自動車道　新得工事

番号 回答日 　図書の区分 項　目 質問事項 回答
81 R3.10.29 03_特記仕様書 Ｐ50 30-8-6　仮設構造物工

「積算に用いる材料単価」

特記仕様書　P.50
30-8-6　仮設構造物工　(3)材料
設計図書に示すものの他、使用する材料は、中古品の
購入材とありますが、プレート及びボルト・ナット等の副
部材についても、中古品で計上されているということで
しょうか。副部材について、ご教示願います。

そのとおりです。

82 R3.11.8 03_特記仕様書 Ｐ50 30-8-6　仮設構造物工

「積算に用いる材料単価」

特記仕様書30-8-6(3)において、中古品の購入材が規
定されていますが、ボルト、プレート類は新品と考えてよ
ろしいでしょうか。

中古材としています。

83 R3.10.29 03_特記仕様書 Ｐ50 30-8-6　仮設構造物工

「施工」

特記仕様書　P.50
30-8-6　仮設構造物工　(4)施工
施工箇所における工法について、KP3の鋼管杭φ609.6
の杭打設工法の明記がありません。同部材の工法
（ウォータージェット併用バイブロハンマ）と思われます
が、KP3の打設工法について、ご教示願います。

KP3の施工はウォータージェット併用バイブロハンマ工
法となります。

84 R3.11.8 03_特記仕様書 Ｐ50 30-8-6　仮設構造物工

「施工」

特記仕様書P50　30-8-6  仮設構造物工
支持杭及び土留め杭の施工方法について記載がござい
ますが、KP3の鋼管杭の記載がございません。
KP3の工法は「ウォータージェット併用バイブロハンマー」
でしょうかご教示願います。

KP3の工法は「ウォータージェット併用バイブロハンマー」
となります。

85 R3.11.8 03_特記仕様書 Ｐ55 30-10　率計上工事につい
て

「対象金額」

特記仕様書P55　30-10　率計上工事について
率計上工事の対象となる金額には諸経費①の対象とな
る割掛工事の金額も含まれると考えてよろしいでしょか

そのとおりです。

86 R3.11.25 03_特記仕様書 P56 30-11　週休２日推進工事
に要する費用

「算定方法」

特記仕様書P56　30-11週休2日推進工事
【週休2日推進に係る諸経費額の単価計上方法につい
て】
③共通仮設費④現場管理費の算出に用いる設計金額
（補正前）とは、①労務費や②機械経費、（2）標準単価
補正、（3）稼働率による補正を考慮しない金額でしょう
か。具体的にご教示下さい。

設計金額（補正前）には労務費、機械経費（賃料）、機械
経費（損料）による補正額は考慮されていません。
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工事名】 道東自動車道　新得工事

番号 回答日 　図書の区分 項　目 質問事項 回答
87 R3.10.14 03_特記仕様書 Ｐ56 30-11　週休２日推進工事

に要する費用

「機械経費（損料）の稼働
率補正」

特記仕様書P56　30-11　週休2日推進工事に要する費
用
機械経費（損料）の稼働率補正について、稼働率を補正
することにより、運転月数等が増減すると考えますが、
一部の数量において、運転月数等が補正後の数量に
なっておりません。単価項目及び割掛項目すべての数
量において反映されるのでしょうか。稼働率補正につい
て、ご教示願います。

週休２推進工事に要する費用の稼働率における補正
は、単価項目及び割掛け項目すべての項目における機
械経費（損料）を対象としています。なお、機械経費（損
料）に用いる月平均標準運転日及び月平均標準休止日
数、標準稼働率は３０－１１－１（３）に①土木工事積算
基準 第7編 土工【Ａ地区】、②土木工事積算基準 第7編
土工及び第19編 トンネル工を除く各編、③土木工事積
算基準 第19編 トンネル工に記載しております。

88 R3.10.29 03_特記仕様書 Ｐ56 30-11　週休２日推進工事
に要する費用

「機械経費（損料）の稼働
率補正」

特記仕様書　P56
30-11　週休２日推進工事に要する費用
機械経費（損料）の稼働率補正について、割掛項目のダ
ンプトラック運転費、吹付設備費、積卸し設備費の３項
目の運転日数及び設備期間数量は、特記仕様書P57ト
ンネル工の稼働率の補正を反映した場合、ダンプトラッ
ク運転費（補正前：約40ヶ月、補正後：約48ヶ月）、吹付
設備費（補正前：約11ヶ月、補正後：約13ヶ月）、積卸し
設備費（補正前：掘削単独11ヶ月+覆工単独1ヶ月、補正
後：掘削単独13ヶ月+覆工単独1ヶ月）となると考えます。
稼働率の補正について、4週8休実施後の協議にて設計
変更の対象として考えてよろしいでしょうか。もしくは、週
休2日推進工事に要する費用の項目に計上されていると
考えてよろしいでしょうか。稼働率補正について、ご教示
願います。

週休２推進工事に要する費用の稼働率における補正
は、単価項目及び割掛け項目すべての項目における機
械経費（損料）を対象としています。その費用については
週休２日推進工事に要する費用の項目に計上されま
す。

89 R3.11.8 03_特記仕様書 Ｐ56 30-11　週休２日推進工事
に要する費用

「機械経費（損料）の稼働
率補正」

特記仕様書P56　30-11-1　補正対象項目及び補正方法
（3）稼働率の補正の項目に表土の記載がございません
が表土における標準稼働率についてご明示願います

特記仕様書３０－１１－１（３）②をご確認ください。

90 R3.11.25 03_特記仕様書 P56 30-11-1　補正対象項目及
び補正方法　（3）稼働率に
よる補正

「地区」

特記仕様書P56　（3）稼働率による補正
文章表①土木工事積算基準第7編土工【A地区】とは、
東日本地区のどの県が該当しますか。ご教示ください。

北海道が該当します。

91 R3.11.8 03_特記仕様書 Ｐ57 30-11　週休２日推進工事
に要する費用

「機械経費（損料）の稼働
率補正」

特記仕様書30-11-1-(3)-③
週休2日推進工事に伴い、特記仕様書30-11-1-(3)-③
において、トンネル工の月平均運転日を21日と設定され
ていますが、割掛対象表参考内訳書における吹付設備
費等の設備期間（約11箇月）は月平均運転日を23日とし
た場合の値と思われます。機械損料の補正は21日/月、
掘削工程は23日/月として計算されているものと考えて
よろしいでしょうか。

「割掛対象表　参考内訳書」の数量内訳（参考）の記載さ
れているトンネル工は月平均運転日２３日／月として計
算しています。
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工事名】 道東自動車道　新得工事

番号 回答日 　図書の区分 項　目 質問事項 回答
92 R3.11.25 03_特記仕様書 P57 30-11-2　種別

「算定方法」

特記仕様書P56　30-11-2種別
【週休2日推進工事に要する費用の単価項目内容につ
いて】
週休2日推進に係る補正額は表中に労務費及び機械経
費に要する費用とありますが、具体的には①労務費の
補正係数による補正、②機械賃料の補正係数による補
正、（3）稼働率補正による機械損傷の補正、（2）標準単
価の補正額、全てを計上で宜しいでしょうか。ご教示下さ

そのとおりです。

93 R3.11.25 03_特記仕様書 P57 31.割掛対象表の項目に示
す工事の内容

「算定方法」

特記仕様書P57　31.割掛対象表の項目に示す工事の内
容
割掛項目にトンネルに関する設備費を計上しますが、設
備関係の設置期間は週休二日を考慮した期間あるいは
考慮しない期間のどちらを計上とお考えでしょうか。

割掛対象表の項目に示す工事は週休二日を考慮しない
期間となります。

94 R3.11.25 03_特記仕様書 P58 橋梁下部工施工ヤード造
成費

「施工の内容」

特記仕様書P58　割掛対象表【仮設備工事】橋梁下部工
施工ヤード造成費
橋梁下部工施工ヤード造成費の計上内容は、広内川
A1・P1・P2・P3・A2とペンケオタソイ川A1・P2・P3・A2全て
の下部工施工ヤード造成費を計上で宜しいでしょうか。

橋梁下部工施工ヤード造成費について、広内川橋は、
参考図15/56・1/56、ペンケオタソイ川橋は、参考図
38/56～41/56を基に算出ください。

95 R3.9.27 03_特記仕様書 Ｐ59 32-1　設計図書の変更及
び追加について

「（18）」

特記仕様書p59　32-1-(18)
「橋梁下部工近接施工箇所における高速道路上の仮設
目隠板工の追加」とは、２つの橋梁の、どこの施工箇所
を示すかご教示ください。

特記仕様書32-1設計図書の変更及び追加の内容につ
いてはお答えできません。なお、これらに要する費用は
監督員と受注者で協議し定めるものとしています。

96 R3.9.27 03_特記仕様書 Ｐ59 32-1　設計図書の変更及
び追加について

「技術提案の評価項目」

⑥【特記仕様書】道東自動車道　新得工事　P59
「32-1設計図書の変更及び追加について」には、技術提
案の評価項目に関わる事項が含まれていますが、これ
らの事項に関する提案も評価対象となるのでしょうか。

特記仕様書３２－１設計図書の変更及び追加の事項に
関する項目は技術提案の評価対象となりません。設計
図書に基づく技術提案項目を作成ください。

97 R3.9.30 03_特記仕様書 Ｐ6 11-1　冬季休止期間

「橋梁下部工工事関連作
業の作業・期間について」

特記仕様書11-1
冬季休止期間に示されている期間中に行えるペンケオ
タソイ川橋および広内川橋の橋梁下部工工事関連工事
は、具体的にどの作業かご教授下さい。

特記仕様書11-1　冬季休止期間に示す冬季休止期間
中に行うペンケオタソイ川橋および広内川橋の橋梁下部
工工事関連作業は監督員が必要と認め冬季施工を指
示した作業・期間であり、設計図書には費用は含まれて
おりません。
なお、監督員が冬季期間中の作業を指示した場合の費
用については、監督員と受注者とで協議し定めるものと
しています。
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工事名】 道東自動車道　新得工事

番号 回答日 　図書の区分 項　目 質問事項 回答
98 R3.11.8 03_特記仕様書 Ｐ6 11-1　冬季休止期間

「費用」

コンクリート工において、冬季に施工する場合は材料加
熱、防寒養生に係る費用を計上してよろしいでしょうか。

特記仕様書１１－２に示す作業の作業環境養生費は関
連する単価に含まれます。

99 R3.11.16 03_特記仕様書 Ｐ6 11-1　冬季休止期間

「費用」

トンネル工事において冬季に施工する吹付コンクリート
及び生コンクリートの温水に関わる割増費用については
別途協議と考えてよろしいでしょうか

冬季に施工するトンネル工事の吹付コンクリート及び生
コンクリートに係る温水等の費用については割掛対象表
の項目における「プラント冬季養生費」及び、トンネル工
に関連する「コンクリート」の単価に含みます。

100 R3.11.8 04_金抜設計書 番号114
～117

12-（12）　路盤排水工

「残土」

費用計上について
路盤排水工で発生する残土を本線路体盛土に流用する
場合の「敷均し・転圧」は金抜設計書のどの単価項目に
計上すればよいでしょうか

路盤排水工に計上ください。

101 R3.11.10 04_金抜設計書 番号135
～140

特-（8）　のり面点検階段工
のり面点検階段A、B、C
手摺工A、B、C

「数量」

特-（8）のり面点検階段工　のり面点検階段A、B、C　手
摺工A、B、C
【設計図】位置図・平面図・縦断図・横断図の、平面図旗
揚げ寸法と横断図の法面長さを確認しますと、のり面1
段の長さが異なっている（2倍程度）と思われます。点検
階段及び手摺工の数量について、ご教示願います。

金抜設計書に示す設計数量を正として算出ください。

102 R3.11.8 04_金抜設計書 番号14～
22

特-(2)　軽量盛土工

「見積対象について」

軽量盛土工は見積対象となっていますが、決定される単
価には見積中の材料費も反映されるのでしょうか。

特記仕様書３０－２－４（６）記載のとおり、見積中の材
料費についても反映されます。

103 R3.11.18 04_金抜設計書 番号25 2-（6）　構造物掘削　特殊
部B

「積算の内容」

2-（6）構造物掘削　特殊部B
【設計図】ペンケオタソイ川橋（下り線）P-1橋脚構造図
（1/2）（21/69）の施工基面から掘削床付けまでは、掘削
高さが5.0ｍ以上となるため、切梁式土留工の構造物掘
削には、0.6ｍ3級油圧クラムシェル又は、ドラグラインが
必要と考えます。割掛項目である工事用機械分解組立
費（橋梁下部工）に、0.6ｍ3級油圧クラムシェル又は、ド
ラグラインが必要ではないでしょうか。切梁式土留工の
施工基面から5.0ｍ以上の構造物掘削機械について、ご

積算に用いる内容についてはお答えできません。
御社の施工計画に基づき計上してください。
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工事名】 道東自動車道　新得工事

番号 回答日 　図書の区分 項　目 質問事項 回答
104 R3.11.18 04_金抜設計書 番号26 2-（6）　構造物掘削　特殊

部C

「数量」

2-（6）構造物掘削　特殊部C
数量明細表設計数量が1,321.8ｍ3となっておりますが、
場所打杭φ1,000のくい頭処理部分が控除されていない
のではないでしょうか。構造物掘削数量について、ご教
示願います。

構造物掘削　特殊部Cの設計数量は場所打杭φ1,000
のくい頭処理部分は控除し1287.2ｍ３が正しい値となり
ます。

105 R3.11.10 04_金抜設計書 番号42 7-（1）　基礎杭

「数量」

単価表　42番
場所打ちコンクリート杭（機械掘削、φ1.000）の数量は
486.5ｍなので単価表の数量は487ｍでは無いでしょう
か。ご教示お願い致します。

土木設計数量算出要領　第２章２－１に記載のとおり、
場所打ちコンクリート杭（機械掘削、φ1.000）の設計数
量は486ｍとして算出ください。

106 R3.10.29 04_金抜設計書 番号61 8-（2）　型わく　Ｔ（Ｌ）

「数量」

8-（2）　型わく　T（L）
単価項目数量では1,158ｍ2と記載されておりますが、設
計図等の公告・閲覧資料で数量確認すると1,138.1ｍ2（ト
ンネル覆工：734.4ｍ2+西側坑門工：403.7m2）となりま
す。記載されている数量内訳について、ご教示願いま
す。

型枠　Ｔ（Ｌ）の数量は一般断面711.5㎡（拡幅部妻壁含
まず）＋西側坑門工403.7㎡＝1115.2㎡となります。

107 R3.11.18 04_金抜設計書 番号61 8-（2）　型わく　T(L)

「積算の内容」

8-（2）型わく　T(L)
西側坑門工403.7ｍ2のうち、8ｍ区間の174.2ｍ2は断面
が変化するため、スライドセントルが使用できず、くさび
結合支保工による施工と考えます。型わくの材料としま
しては、鋼製型わくをお考えでしょうか。または、木製型
わくをお考えでしょうか。型わく材料について、ご教示願
います。

積算に用いる材料単価についてはお答えできません。
御社の施工計画に基づき計上してください。

108 R3.11.8 04_金抜設計書 番号74 12-（1）　トンネル掘削　Ｃ
Ⅱ-a-B2

「数量」

金抜設計書のトンネル掘削Ｃ2-a-B2の数量が、2,928m3
となっているが、数量計算書（REPORT25）4-3　トンネル
掘削(3)表中の非常駐車帯妻部の数量が、含まれていな
いと思われます。（25.4ｍ3少なく計上されている。）

トンネル掘削Ｃ２－ａ－Ｂ２の数量は2953.1ｍ３となりま
す。

109 R3.11.8 04_金抜設計書 番号110 12-(9)　覆工防水工　A(B)

「数量」

金抜設計書　番号110
覆工防水A(B)の数量が15,858m2とありますが、この数
量では避難連絡工分が未計上と思われます。ご確認願
います。

覆工防水工A(B)の数量は、本坑部の15,858m2としてお
ります。
なお、避難連絡坑部は監督員が必要と認めた場合は設
計変更の対象となります。

110 R3.11.8 04_金抜設計書 番号81 12-（1）　トンネル掘削　C
Ⅱ-K-S

「積算の内容」

金抜設計書　番号81  トンネル掘削CⅡ-K-S
当該避難連絡工の掘削は機械方式による割岩掘削を
用いるものとなっておりますが、割岩掘削工法を使用す
る際に発生する特許料については当該項目内に計上す
る考えでよろしいでしょうか

割岩掘削工法に使用するすべての費用を含みますの
で、御社の施工計画に基づき必要な費用を計上してくだ
さい。
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工事名】 道東自動車道　新得工事

番号 回答日 　図書の区分 項　目 質問事項 回答
111 R3.11.15 05_割掛対象表 汚濁水処理設備冬季費

「上屋」

費用計上について
濁水プラント上屋の設置・撤去及び賃料は別途協議と考
えてよろしいでしょうか

濁水プラントの上屋の設置・撤去及び賃料は割掛対象
表の項目における「汚濁水処理設備冬季養生費」に含
みます。

112 R3.9.27 05_割掛対象表 軽量盛土工

「工事の内容」

軽量盛土工
割掛対象表には、軽量盛土工の壁面材設置時に必要と
なる足場工が計上されていませんが、今回の見積対象
には含まず設計変更事項となるのでしょうか。今回、計
上される場合は割掛け対象表に記載していただき足場
工の数量をご教示願います。

軽量盛土工の壁面材設置工に関しては特記仕様書３０
－２－４軽量盛土工に記載のとおり、壁面材設置に関し
てすべての費用を含みますので、御社の施工計画に基
づき必要な費用を計上してください。
なお、足場工が必要であれば、必要足場工の数量を算
出の上、必要な費用を計上してください。

113 R3.10.21 05_割掛対象表 支保工

「橋梁下部工」

橋梁下部工　広内川橋8/108、23/108、36/108、
49/108、ペンケオタソイ川橋6/69、51/69
割掛対象表
橋梁下部工の広内川橋A-1のウイング支保工、P-1、P-
2、P-3の内空支保工及びペンケオタソイ川橋のA-1、A-
2のウイング支保工が計上されていませんが、協議対象
になるのでしょうか？

ウィング支保工は土木工事積算基準（令和３年度版（東
日本高速道路株式会社、中日本高速道路株式会社、西
日本高速道路株式会社））第１３編コンクリート構造物１
０.支保工１０－１（６）に記載のとおり各種型わくの支保
工に含まれているため別途計上しておりません。
また、広内川橋、Ｐ－１、Ｐ－２、Ｐ－３は数量明細表に
記載のとおり埋設型わくの施工とし、内空支保工は不要
としています。
なお、監督員が必要と認めた場合は設計変更の対象と
なるものとお考えください。

114 R3.11.15 05_割掛対象表 吹付設備費

「上屋」

費用計上について
吹付プラント上屋の設置・撤去及び賃料は別途協議と考
えてよろしいでしょうか

吹付プラントの上屋の設置・撤去及び賃料は割掛対象
表の項目における「吹付設備費」に含みます。

115 R3.10.21 05_割掛対象表 目地材

「伸縮目地」

割掛工事【雑工事費】
割掛対象表の目地材費についてですが、ブロック積み
工には「目地材」、擁壁工および大型ブロック積み工に
は「伸縮目地材」の記載があります。
割掛対象表の目地材とは、図面記載の「目地材」のみが
対象なのでしょうか。それ以外も対象であればご教示願
います。

割掛対象表の目地材費には「伸縮目地材」は含まれま
す。割掛対照表については後日、公告図書を訂正いた
します。

116 R3.10.14 05_割掛対象表 仮設防護柵材運搬

「仮設防護柵工　設置工A」

特-（10）仮設防護柵工　設置工A
割掛項目において、仮設材運搬費に仮設防護柵材運搬
費が含まれていないため、運搬費は本単価項目に含む
と考えてよろしいでしょうか。運搬費について、ご教示願
います。

特記仕様書３０－８－４に記載のとおり、施工に要する
材料・労力・機械器具等本工事を完成するために必要な
費用で諸経費を除く費用を含めて算出してください。
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工事名】 道東自動車道　新得工事

番号 回答日 　図書の区分 項　目 質問事項 回答
117 R3.10.14 05_割掛対象表 仮設防護柵材運搬

「仮設目隠板工　設置工A」

特-（11）仮設目隠板工　設置工A
割掛項目において、仮設材運搬費に仮設目隠板材運搬
費が含まれていないため、運搬費は本単価項目に含む
と考えてよろしいでしょうか。運搬費について、ご教示願
います。

特記仕様書３０－８－５に記載のとおり、施工に要する
材料・労力・機械器具等本工事を完成するために必要な
費用で諸経費を除く費用を含めて算出してください。

118 R3.10.14 05_割掛対象表 仮設防護柵材運搬

「仮設目隠板工　設置工
Ｂ」

特-（11）仮設目隠板工　設置工B
割掛項目において、仮設材運搬費に仮設目隠板材運搬
費が含まれていないため、運搬費は本単価項目に含む
と考えてよろしいでしょうか。運搬費について、ご教示願
います。

特記仕様書３０－８－５に記載のとおり、施工に要する
材料・労力・機械器具等本工事を完成するために必要な
費用で諸経費を除く費用を含めて算出してください。

119 R3.10.29 06_設計図　1.位置図・
平面図・縦断図・横断
図

18/54～
54/54

横断図

「数量」

公告資料：設計図　横断図(1)～(37)
閲覧資料：道東自動車道_トマムIC～十勝清水IC間道路
詳細設計　数量計算書　1工区土量計算書

公告資料：設計図　横断図(1)～(37)
閲覧資料：道東自動車道_トマムIC～十勝清水IC間道路
詳細設計　数量計算書　1工区土量計算書
において、同一測点で発生数量が一致しておりません。
どちらが正しいのでしょうか。

設計図　位置図・平面図・縦断図・横断図　横断図(1)～
(37)【18/54～54/54】を正としてお考えください。

120 R3.10.29 06_設計図　2.橋梁下部
工（広内川橋）

1/108 数量総括表

「数量」

公告資料：橋梁下部工
広内川橋　数量総括表
閲覧：広内川橋数量総括表

公告資料（橋梁下部工：広内川橋数量総括表[1/108]）
閲覧資料（道東自動車道_広内川橋橋梁構造検討－下
部工数量計算書【広内川橋】数量総括表）
の数量総括表の数量が一致しておりません。どちらが正
しいのでしょうか。ご教示願います。

設計図　橋梁下部工（広内川橋）　数量総括表【1/108】
を正としてお考えください。
なお、R3.10.6付け「質問書に対する回答」NO４について
もご確認ください。

121 R3.11.18 06_設計図　2.橋梁下部
工（広内川橋）

1/108 数量総括表

「数量」

【設計図】橋梁下部工　広内川橋、ペンケオタソイ川橋
設計図面の数量表に構造物掘削における埋戻し数量が
無いため、各構造物の埋戻し数量について、ご教示願
います。

橋梁下部工（広内川橋）・橋梁下部工（ペンケオタソイ川
橋）の設計図を確認の上、数量を算出ください。

122 R3.10.6 06_設計図　2.橋梁下部
工（広内川橋）

6/108
・59/108

橋梁下部工（広内川橋）
広内川橋（下り線）Ａ-１橋
台構造図　・広内川橋（下り
線）Ａ-2橋台構造図
「コンクリート種別・数量」

8-（3）コンクリート　A1-3
【設計図】橋梁下部工　広内川橋のA1橋台とA2橋台の
躯体部と底板部ではコンクリート配合が異なっておりま
すが、底板部（24N/ｍｍ2）の数量も本単価項目に含む
と考えてよろしいでしょうか。底板部数量について、ご教
示願います。

広内川橋橋梁下部工におけるコンクリート種別と数量は
以下の通りです。
・A1橋台【A1-3：397.7m3】【 B2-1：209.3m3】
・A2橋台【A1-3：758.2m3】【 B2-1：716.0m3】
上記については後日、公告図書を訂正いたします。

20 ページ



工事名】 道東自動車道　新得工事

番号 回答日 　図書の区分 項　目 質問事項 回答
123 R3.10.14 06_設計図　2.橋梁下部

工（広内川橋）
77/108
・83/108

橋梁下部工（広内川橋）
広内川橋（下り線）Ａ-１橋
台場所打ち杭詳細図
（1/2）・広内川橋（下り線）
Ｐ-３橋脚場所打ち杭詳細
図（1/2）

「材料の仕様」

7-（1）基礎杭　場所打ちコンクリート杭（機械掘削，φ
1,200）
【設計図】橋梁下部工　広内川橋のA1橋台、P3橋脚場
所打ち杭詳細図では、コンクリート配合が底版・基礎杭：
24N/mm2となっており、A1橋台構造図では、胸壁・竪
壁・翼壁・基礎杭：30N/mm2と記載があり、P3橋脚構造
図には、基礎杭の記載はありません。
共通仕様書コンクリート種別において、場所打ち杭（人
力掘削を除く）はY1-1（30N/mm2）になると思われます。
場所打ち杭コンクリートの配合について、ご教示願いま

場所打ちコンクリート杭（機械掘削）のコンクリート種別に
ついては「共通仕様書」８-２-３　コンクリート種別　のＹ１
-１となり、材令28日における圧縮強度は30Ｎ/ｍ㎡で
す。その品質基準は「共通仕様書」に記載のとおり「コン
クリート施工管理要領」４－１に記載されており、Ｙ１－１
の圧縮強度は材齢28日における圧縮強度は、水中割増
しを乗じた値であるため、設計基準強度としては、割り戻
した値の24Ｎ/ｍ㎡です。

124 R3.11.10 06_設計図　2.橋梁下部
工（広内川橋）

88/108 広内川橋　仮桟橋計画図
（1/3）

「施工内容」

図面「橋梁下部工　広内川橋88/108」
仮橋部材表内の覆工板の数量ですが、落込式と緊結式
が逆ではないでしょうか。ご教示お願い致します。

設計図が正となります。
なお、R3.11.9付けで交付図書を訂正しており、「特記仕
様書」をご確認ください。

125 R3.10.29 06_設計図　2.橋梁下部
工（広内川橋）

88/108 広内川橋　仮橋計画図
(1/3)

「その他部材数量」

特-（12）仮設構造物工　仮桟橋設置A
【設計図】広内川橋　仮桟橋計画図（1/3）仮橋部材表の
土留め、その他部材（プレート、横矢板受け材）の数量
が0.442ｔとなっておりますが、広内川橋　仮桟橋下部工
詳細図（1，8/8）の図面では0.685ｔであると思われます。
その他部材数量について、ご教示願います。

設計図　広内川橋　仮桟橋計画図（1/3）仮橋部材表の
土留　数量は0.502ｔとなります。

126 R3.11.8 06_設計図　2.橋梁下部
工（広内川橋）

88/108 広内川橋　仮橋計画図
(1/3)

「部材重量」

橋梁下部工広内川設計図　88/108
橋梁下部工広内川橋仮桟橋（下部工）数量において、以
下の部材重量に相違が有ります。
※正しい部材重量をご提示願います。

設計図　広内川橋　仮桟橋計画図（1/3）仮橋部材表を
正としてお考えください。

127 R3.11.8 06_設計図　2.橋梁下部
工（広内川橋）

88/108、
89/108

広内川橋　仮橋計画図
(1/3)
、(2/3)

「杭本数」

橋梁下部工広内川設計図　88/108、89/108
設計図88/108の広内川橋仮桟橋計画図（1/3）の仮橋
部数量表において（土留杭）（H-350*350*12*19
L=7.5m）の杭本数が11本とありますが、10本ではないで
しょうか。ご確認願います。

土留杭（H-350×350×12×19 L=7.5m）は広内川橋　仮
桟橋下部工詳細図（1/8）ＫＡ１で６本、広内川橋　仮桟
橋下部工詳細図（7/8）ＫＡ２で５本の計１１本となりま
す。
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工事名】 道東自動車道　新得工事

番号 回答日 　図書の区分 項　目 質問事項 回答
128 R3.10.29 06_設計図　3.橋梁下部

工（ペンケオタソイ川
橋）

1/69 数量総括表

「数量」

公告資料：橋梁下部工
ペンケオタソイ川橋（下り線）数量総括表
閲覧：ペンケオタソイ川橋数量総括表（2）

公告資料（橋梁下部工：ペンケオタソイ川橋（下り線）数
量総括表[1/69]）
閲覧資料（道東自動車道_ペンケオタソイ川橋橋梁構造
検討－下部工数量計算書）【数量総括表（2）】
の数量総括表の数量が一致しておりません。どちらが正
しいのでしょうか。ご教示願います。

設計図　橋梁下部工　ペンケオタソイ川橋（下り線）　数
量総括表【1/69】を正としてお考えください。

129 R3.11.25 06_設計図　3.橋梁下部
工（ペンケオタソイ川
橋）

63/69 ペンケオタソイ川橋（下り
線）P-2橋脚場所打ち杭詳
細図（1/4）

「無溶接金具」

ペンケオタソイ川橋図P63/69　ペンケオタソイ川橋下部
工杭図
ペンケオタソイ川橋杭図に主筋の無溶接金具数量の記
載がありますが、スペーサーの固定金具など必要な金
具・材料全て、単価項目に計上されていますか。ご教示
下さい。

無溶接工法で使用するスペーサー、固定金具など必要
な金具・材料当が単価に含まれます。

130 R3.10.14 06_設計図　3.橋梁下部
工（ペンケオタソイ川
橋）

63/69 橋梁下部工（ペンケオタソ
イ川橋）
ペンケオタソイ川橋（下り
線）Ｐ-２橋脚場所打ち杭詳
細図（1/4）

「材料の仕様」

7-（1）基礎杭　場所打ちコンクリート杭（機械掘削，φ
1,000）
【設計図】橋梁下部工　ペンケオタソイ川橋のP2橋脚場
所打ち杭詳細では、コンクリート配合が、底版・基礎杭：
24N/mm2となっておりますが、共通仕様書コンクリート
種別において、場所打ち杭（人力掘削を除く）はY1-1
（30N/mm2）になると思われます。場所打ち杭コンクリー
トの配合について、ご教示願います。

場所打ちコンクリート杭（機械掘削）のコンクリート種別に
ついては「共通仕様書」８-２-３　コンクリート種別　のＹ１
-１となり、材令28日における圧縮強度は30Ｎ/ｍ㎡で
す。その品質基準は「共通仕様書」に記載のとおり「コン
クリート施工管理要領」４－１に記載されており、Ｙ１－１
の圧縮強度は材齢28日における圧縮強度は、水中割増
しを乗じた値であるため、設計基準強度としては、割り戻
した値の24Ｎ/ｍ㎡です。

131 R3.11.25 06_設計図　3.橋梁下部
工（ペンケオタソイ川
橋）

69/69 ペンケオタソイ川橋（下り
線）P-2橋脚洗掘防止対策
工

「施工の内容」

ペンケオタソイ川橋図P69/69　ペンケオタソイ川橋洗掘
防止対策工
洗掘防止対策工図表中記載の項目は、全て単価項目
141洗掘防止対策工に計上でお考えでしょうか。ご教示
下さい。

そのとおりです。

132 R3.10.29 06_設計図　3.橋梁下部
工（ペンケオタソイ川
橋）

69/69 ペンケオタソイ川橋（下り
線）P-2橋脚洗堀防止対策
工

「コンクリート殻」

特-（9）　洗堀防止対策工　A
【設計図】ペンケオタソイ川橋（下り線）P-2橋脚洗堀防止
対策工の数量表に記載されている、率計上に含まれて
いないコンクリート取壊し（Ⅰ基線P3橋脚部）で発生する
コンクリート殻について、積込運搬・処分費は本単価項
目に含むと考えてよろしいでしょうか。ご教示願います。

そのとおりです。

133 R3.10.14 06_設計図　3.橋梁下部
工（ペンケオタソイ川
橋）

69/69 橋梁下部工（ペンケオタソ
イ川橋）
ペンケオタソイ川橋（下り
線）P-2橋脚洗掘防止対策
工

「構造物掘削等」

特-（9）洗掘防止対策工　A
【設計図】ペンケオタソイ川橋（下り線）P-2橋脚洗掘防止
対策工の数量表に記載されている新設P2橋脚部：構造
物掘削32.6m3と埋戻し20.4m3の差分で発生する土砂
は、①はねつけ現場処理、②P2橋脚の構造物掘削と同
じ処理、どちらでお考えでしょうか。ご教示願います。

ペンケオタソイ川橋橋梁下部工（Ｐ２橋脚）構造物掘削と
同じ処理と考えております。
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番号 回答日 　図書の区分 項　目 質問事項 回答
134 R3.10.14 06_設計図　3.橋梁下部

工（ペンケオタソイ川
橋）

69/69 橋梁下部工（ペンケオタソ
イ川橋）
ペンケオタソイ川橋（下り
線）P-2橋脚洗掘防止対策
工

「鋼矢板引抜き」

特-（9）洗掘防止対策工　A
【設計図】ペンケオタソイ川橋（下り線）P-2橋脚洗掘防止
対策工の数量表に記載されている既設P3橋脚部：鋼矢
板引抜きで発生する鋼矢板はスクラップ処分と考えて宜
しいでしょうか。ご教示願います。

洗掘防止対策工　Aの単価には、鋼矢板引抜きで発生
する鋼矢板の売却処分、運搬等は含まれておりません。

135 R3.10.14 06_設計図　3.橋梁下部
工（ペンケオタソイ川
橋）

69/69 橋梁下部工（ペンケオタソ
イ川橋）
ペンケオタソイ川橋（下り
線）P-2橋脚洗掘防止対策
工

「セメントミルク注入工」

特-（9）洗掘防止対策工　A
【設計図】ペンケオタソイ川橋（下り線）P-2橋脚洗掘防止
対策工の注意事項に「既設鋼矢板引抜き後、周辺の地
盤変状に考慮しセメントミルクを注入すること」との記載
があります。（設計図の数量表には未記載）
この単価項目内にセメントミルク注入工の計上の有無及
び数量・配合について、ご教示願います。

洗掘防止対策工　Aの単価には、セメントミルク注入工
は含まれておりません。監督員が必要と指示した場合に
ついては、設計変更の対象となります。

136 R3.11.10 06_設計図　4.広内トン
ネル

15/76 支保パターン図(7)

「施工方法」

⑦-6【設計図】広内トンネル　支保パターン図(7)
⑩-1,2【参考図】積算参考図　制御発破計画図(5)
広内トンネルの非常駐車帯CⅡ－B2－Lの施工方法に
ついて、制御発破（導火管付雷管）による一発破進行長
0.6ｍでの掘削と考えますが、その際の鏡吹付け、吹付
コンクリート、及びロックボルトの施工は、2回発破後にそ
れぞれの施工を考えているのでしょうか。ご教示願いま
す。

そのとおりです。

137 R3.11.10 06_設計図　4.広内トン
ネル

16/76 支保パターン図(8)

「屈進長」

避難連絡坑CⅡ－K－S　支保パターン
⑦-6【設計図】支保パターン図(8)（16/76）を確認します
と、1サイクル当りの掘進長は1.2ｍと吹付け・ロックボル
ト材料表に記載されておりますが、割岩工法を用いてい
るため、⑩-1,2【参考図】割岩掘削　穿孔パターン図
（56/56）では、掘進長は1.0ｍと0.8ｍになっております。
どちらが正しいと考えればよろしいでしょうか。ご教示願
います。

参考図　割岩掘削　穿孔パターン図（56/56）の記載の屈
進長が正しい値となります。

138 R3.11.10 06_設計図　4.広内トン
ネル

51/76 覆工防水工図(4)（避難連
絡坑）

「数量」

図面「広内トンネル51/76」覆工防水工図(4)（避難連絡
坑）
数量表中の形状寸法で「覆工防水工A(B)」となっていま
すが、「覆工防水工A(K)」ではないでしょうか。
また、それに対応する単価項目がありません。そして避
難連絡坑の覆工防水工78.0ｍ2が計上されていないと思
われます。別途精算と考えて宜しいでしょうか。ご教示お
願い致します。

覆工防水工Ａ（Ｂ）は本坑のみを計上しております。
なお、避難連絡工の覆工防水工は、監督員が必要と指
示した場合については、設計変更の対象となります。

139 R3.10.21 06_設計図　5.附帯工・
雑工

10/40・
11/40

高盛土詳細図

「高盛土動態観測」

参考図　高盛土詳細図（1）平面図（10/40）、高盛土詳細
図（2）横断図（11/40）
高盛土動態観測について、高盛土詳細図（1）平面図と
高盛土詳細図（2）横断図でクロスアーム沈下計、地中変
位計、地下水位計の計測測点、高さ（H）、計測箇所数で
図面の相違が御座います。どちらの図面が正しいか、ご
教示願います。

高盛土詳細図（1）に記載の値が正しい値となります。

23 ページ



工事名】 道東自動車道　新得工事

番号 回答日 　図書の区分 項　目 質問事項 回答
140 R3.10.29 06_設計図　5.附帯工・

雑工
10/40・
11/40

高盛土詳細図

「高盛土動態観測」

下記、図面の差異が見られます。どちらが正でしょうか。
高盛土詳細図（１）平面図 (10/40)
　側線　STA.1145+20
　クロスアーム沈下計：Ｈ＝12.1ｍ　測定箇所３点
　地中変位計：Ｈ＝12.1ｍ
　地下水位計：Ｈ＝8.9ｍ
高盛土詳細図（２）横断図 (11/40)
　クロスアーム沈下計：Ｈ＝10.3ｍ　測定箇所2点
(STA.1141+70)
  地中変位計：Ｈ＝10.3ｍ(STA.1141+70)
  地下水位計：Ｈ＝4.6ｍ(STA.1141+60)

高盛土詳細図（1）に記載の値が正しい値となります。
なお、Ｒ3.10.21付け「質問書に対する回答」①Ｎｏ７と同じ
になります。

141 R3.10.29 06_設計図　5.附帯工・
雑工

10/40・
11/40

高盛土詳細図

「高盛土動態観測」

下記、図面の差異が見られます。どちらが正でしょうか。
高盛土詳細図（１）平面図 (10/40)
　側線　STA.1146+80
　クロスアーム沈下計：Ｈ＝8.0ｍ　測定箇所2点
　地中変位計：Ｈ＝8.0ｍ
　地下水位計：Ｈ＝2.8ｍ
高盛土詳細図（２）横断図 (11/40)
  側線　STA.1146+80
　クロスアーム沈下計：Ｈ＝9.5ｍ　測定箇所2点
  地中変位計：Ｈ＝9.5ｍ
  地下水位計：Ｈ＝9.5ｍ

高盛土詳細図（1）に記載の値が正しい値となります。
なお、Ｒ3.10.21付け「質問書に対する回答」①Ｎｏ７と同じ
になります。

142 R3.11.25 06_設計図　5.附帯工・
雑工

10/40・
11/40

高盛土詳細図

「高盛土動態観測」

参考図10/40・11/40高盛土詳細図
高盛土詳細図に記載のクロースアーム式沈下計・地中
変位計・地下水位計の測点高が平面図と横断図で食い
違っていますが、どちらが正でしょうか。

R3.11.9付けで交付図書を訂正しており、「設計図　附帯
工・雑工」が正となりますので、ご確認ください。

143 R3.11.8 06_設計図　5.附帯工・
雑工

12/40 高盛土排水工詳細図

「竪ふた工」

参考図　12/40
高盛土排水工詳細図における「材料表　堅ふた工」1箇
所当りの数量が0.900tとありますが、0.09tになると思わ
れます。ご確認をお願いします。

高盛土排水工詳細図における「材料表　堅ふた工」1箇
所当りの鉄筋の数量は0.090t/箇所が正しい数量となり
ます。

144 R3.10.21 06_設計図　5.附帯工・
雑工

5/40～
8/40

ブロック積工詳細図（1）～
（4）・大型ブロック積工詳細
図

「裏込め砕石」

参考図　ブロック積工詳細図（1）～（4）　大型ブロック積
工詳細図　特記仕様書P22
ブロック積工で使用する裏込め砕石について、特記仕様
書においては単価表の項目【裏込め砕石】には再生砕
石を使用。
ブロック積工詳細図（2）は0-80ｍｍの記載しかありませ
んが、裏込め砕石工においては全て再生砕石0-80、0-
40で計上してよろしいでしょうか。ご教示願います。

そのとおりです。
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145 R3.10.21 06_設計図　5.附帯工・

雑工
8/40 ブロック積工詳細図（4）

「胴込コンクリート」

参考図　ブロック積工詳細図（4）図面　【8/40】
コンクリート断面図に胴込コンクリートと記載があります
が、材料表に胴込コンクリートの数量の記載がありませ
ん。設計数量をご教示願います。

胴込コンクリートは共通仕様書４－１７－６支払に記載の
とおり含まれますので、胴込コンクリートの数量について
は設計図書に基づき算出してください。

146 R3.11.8 06_設計図　5.附帯工・
雑工

9/40 大型ブロック積工詳細図 大型ブロック積工詳細図において、ブロックの割付が読
み取れません。割付が分かる資料をご提示願います。

大型ブロック積工詳細図を基に御社の施工計画を基に
計上してください。

147 R3.11.25 07_数量明細表 （3/7） 土工

「コンクリート　D1-1」

数量明細書（3/7）　コンクリートD1-1
数量明細書のコンクリートD1-1土工部130.7ｍ3はどの
部分のコンクリートになりますか。場所をご教示下さい。

コンクリート　Ｄ１―１の土工部130.7ｍ3はコンクリートブ
ロック積で使用するコンクリートであり、コンクリートブロッ
ク積に含まれます。

148 R3.11.8 07_数量明細表 （3/7） 広内トンネル

「コンクリート　A1-3(T)」

コンクリートA1-3(T)の数量536m3には、坑門工のイン
バート部も含まれると思いますが、特記には繊維入りの
ためアーチ部、側壁部、面壁部と記載されます。イン
バート部にも繊維を混入すると考えてよろしいでしょう
か。

坑門工のインバート部に使用するコンクリートは繊維を
混入しないことから、坑門坑口のコンクリートはＡ1－３
（Ｔ）は３７１．９ｍ３、Ａ１－３は１６３．９ｍ３となります。

149 R3.11.8 07_数量明細表 （3/7） 広内トンネル

「型わく　T(L)」

西側坑門工の一般断面から拡幅断面（非常駐車帯断
面）に移行する8ｍ部分の内型わくは、型わくT(L)に含ま
れると考えてよろしいでしょうか。
また数量1158.5m2の内訳を公表して頂きたい。

西側坑門工の一般断面から拡幅断面（非常駐車帯断
面）に移行する内型わくは、型わくT(L)に含まれていま
す。
型枠　Ｔ（Ｌ）の数量は一般断面711.5㎡（拡幅部妻壁含
まず）＋西側坑門工403.7㎡＝1115.2㎡となります。

150 R3.10.21 07_数量明細表 （3/7） 擁壁工

「コンクリート　Ａ１-３」

数量明細表（3/7）　参考図：広内川橋A2橋台　擁壁工一
般図（1）
数量明細表で、擁壁工：A1-3の設計数量が152.7ｍ3と
記載されておりますが、図面数量が155.7ｍ3と異なりま
す。どちらが正でしょうか。ご教示願います。

広内川橋A2橋台　擁壁工一般図（1）に記載の数量
152.7m3が正となります。

151 R3.10.21 07_数量明細表 （3/7） 擁壁工

「コンクリート　Ｂ２－１」

数量明細表（3/7）　参考図：広内川橋A2橋台　擁壁工一
般図（1）
数量明細表で、擁壁工：B2-1の設計数量が173.1ｍ3と
記載されておりますが、図面数量が224.1ｍ3と異なりま
す。どちらが正でしょうか。ご教示願います。

広内川橋A2橋台　擁壁工一般図（1）に記載の数量
173.1m3が正となります。
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152 R3.11.8 07_数量明細表 （4/7） 広内トンネル

「吹付けコンクリート工
吹付けコンクリート
(t=10cm)C2-L」

吹付コンクリート　C2-Lが、数量明細書4/7で、855.3m2
となっているが、これは、数量計算書（REPORT25）5-3
の812.1m2に非常駐車帯妻部の数量を加えたものと思
われますが、妻部は、21.6ｍ2で1箇所のため、
812.1+21.6=833.7m2でないか。2箇所分の43.2m2を加え
た数量と思われます、いかがでしょうか。

吹付コンクリート　Ｃ－Ｌは833.7㎡となります

153 R3.11.8 07_数量明細表 （5/7） 広内トンネル

「ロックボルト工　C（L=4.0
ｍ）」

ロックボルトC(L=4.0m)で、避難連絡坑交差部の数量が、
-4本（補強ボルト5本-撤去パターンボルト9本）となって
いるが、パターンボルトは、打設しているため
405+5+10+5=425本と考えますがいかがでしょうか。

そのとおりです。

154 R3.11.8 07_数量明細表 （5/7） 広内トンネル

「路盤排水工　横断排水
工」

接続管は、横断排水工A,Bで計上と考えてよろしいでしょ
うか。

土木設計数量算出要領　第15章トンネル工関係　P15-
74に記載のとおり、横断排水管の積算・検束延長に接
続管は含みます。

155 R3.11.8 07_数量明細表 （5/7） 広内トンネル

「路盤排水工　中央排水
工」

中央排水管のφ300（有孔管）の延長は、接続管の延長
を控除した数量と考えてよろしいでしょうか。

土木設計数量算出要領　第15章トンネル工関係　P15-
74に記載のとおり、中央排水管の積算延長に接続管は
含まず、検束延長に接続管は含みます。

156 R3.11.8 07_数量明細表 （5/7） 広内トンネル

「覆工防水工　A(B)」

覆工防水工A(B)の数量に避難連絡坑の数量が計上さ
れていないと思われますが、いかがでしょうか。

覆工防水工A(B)の数量は、本坑部の15,858m2としてお
ります。
なお、避難連絡坑部は監督員が必要と認めた場合は設
計変更の対象となります。

157 R3.11.8 08_割掛対象表参考内
訳書

インバート仮橋費

「積算に用いる材料単価」

割掛対象表参考内訳書のインバート仮橋費において、
累計設備期間5ヶ月とありますが、賃料を想定されてい
るのでしょうか。

積算に用いる材料単価についてはお答えできません。
御社の施工計画に基づき計上してください。

158 R3.10.29 08_割掛対象表参考内
訳書

鏡吹付けコンクリート

「数量内訳（参考）」

12-（1）　トンネル掘削
割掛項目において、鏡吹付けコンクリートA1～3・B1が計
上されておりますが、設計図の支保パターン延長より算
出しますと、A1（ｔ-2.5㎝）：28,600m2は31,100m2
（+2,500m2）、A2（ｔ=4㎝）：10,800m2は8,400m2（-
2,400m2）になると思われます。吹付け面積数量につい
て、ご教示願います。

「割掛対象表 参考内訳書」に記載されている「鏡吹付コ
ンクリートA1」は約26,800㎡、「鏡吹付コンクリートA2」は
約10,800㎡となります。なお、設計図の支保パターン延
長から各支保パターンの１屈伸長毎に鏡吹付コンクリー
トを行うものとし算出し、補助工法施工時の鏡吹付数量
を控除した数量を算出しております。
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159 R3.10.6 08_割掛対象表参考内

訳書
くい頭処理費

「積込運搬・処分費」

7-（1）基礎杭　場所打ちコンクリート杭
割掛項目において、くい頭処理費（はつりに要する費用）
が計上されていますが、はつり殻の積込運搬・処分費は
本単価項目に含むと考えてよろしいでしょうか。ご教示
願います。

くい頭処理費には建設副産物となるコンクリート塊の処
分等に要する積込運搬、処分等すべての費用を含みま
す。

160 R3.11.8 08_割掛対象表参考内
訳書

工事車両泥落し装置費

「積算の内容」

泥落し装置（乾式）について、全輪型、後輪型の指定は
あるのでしょうか。また、清掃員はこの項目に含まれな
いと考えてよろしいでしょうか。

「割掛対象表 参考内訳書」に記載されている「工事車両
泥落し装置費」の泥落し装置（乾式）の機械の種別は御
社の施工計画に基づきお考えください。なお、清掃員は
含まれておりません。

161 R3.11.10 08_割掛対象表参考内
訳書

ダンプトラック運転費

「地山等級」

「道東自動車道_広内トンネル詳細設計」、施工設備計画
（工事発注用）P10-25（2）において示されている地山等
級と、【割掛対象表参考内訳書】、ダンプトラック費に記
載されている地山等級が異なっています。広内トンネル
における地山等級は、次のどちらの地質として計画され
ているか、ご教示ください。
① C地質とD地質
② 第3紀のC地質と第3紀のD地質

広内トンネルにおける地山等級はC地質とD地質になり
ます。

162 R3.11.15 08_割掛対象表参考内
訳書

ダンプトラック運転費

「数量内訳（参考）」

割掛対象表参考内訳書
ダンプトラック運転費は40ヶ月との記載ですが、48.8ヶ月
となるのでしょうか

R3.11.9付けで交付図書を訂正しており、「割掛対象参考
内訳書」をご確認ください。

163 R3.11.8 08_割掛対象表参考内
訳書

冬季養生費

「積算に用いる内容」

割掛対象表参考内訳書の冬季養生費において、設定温
度、気積、期間が設定されていますが、積算にあたり参
考となる基準、文献等ありましたらご提示願います。

積算の内容に関する質問はお答えできません。
御社の施工計画に基づき計上してください。

164 R3.11.15 08_割掛対象表参考内
訳書

トンネル工

「数量内訳（参考）」

割掛対象表参考内訳書
質問書に対する回答「1108質問回答①」のNo.7の回答
において『「割掛対象表参考内訳書」の数量内訳（参考）
の記載されているトンネル工は補正前の月平均運転日
23日/月として計算しています。』とのことですが、21日/
月として計算したものへの修正はないのでしょうか
それとも設計変更の対象でしょうか

R3.11.9付けで交付図書を訂正しており、「割掛対象参考
内訳書」をご確認ください。
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165 R3.11.18 08_割掛対象表参考内

訳書
プラント冬季養生費

「設定温度」

12-（2）吹付けコンクリート工　吹付けコンクリートA・B
割掛項目である、プラント冬季養生費の数量内訳（参
考）に記載の設定温度5℃は冬季養生が必要となる日平
均外気温と考えてよろしいでしょうか、ご教示願います。

設定温度５℃は作業環境を保つ日平均気温です。

166 R3.11.8 08_割掛対象表参考内
訳書

ロックボルト長さ検査費

「数量内訳（参考）」

割掛対象表参考内訳書において、ロックボルト長さ検査
費の機器供用日数が18ヶ月となっています。13ヶ月では
ないでしょうか。

ロックボルトの長さ検査に使用する機器の供用日数は１
２．２カ月となります。

167 R3.11.18 08_割掛対象表参考内
訳書

汚濁水処理設備冬季養生

「設定温度」

12-（15）汚濁水処理工　汚濁水処理工（供用）
割掛項目である、汚濁水処理設備冬季養生費の数量内
訳（参考）に記載の設定温度5℃は冬季養生が必要とな
る日平均外気温と考えてよろしいでしょうか、ご教示願い
ます。

設定温度５℃は作業環境を保つ日平均気温です。

168 R3.11.15 08_割掛対象表参考内
訳書

火薬庫費

「数量内訳（参考）」

割掛対象表参考内訳書
火薬庫費は13ヶ月との記載ですが、12.2月となるので
しょうか

R3.11.9付けで交付図書を訂正しており、「割掛対象参考
内訳書」をご確認ください。

169 R3.11.15 08_割掛対象表参考内
訳書

火薬取扱い費

「数量内訳（参考）」

割掛対象表参考内訳書
火薬取扱費は13ヶ月との記載ですが、12.2月となるので
しょうか

R3.11.9付けで交付図書を訂正しており、「割掛対象参考
内訳書」をご確認ください。

170 R3.11.8 08_割掛対象表参考内
訳書

給水設備費

「数量内訳（参考）」

割掛対象表参考内訳書の給水設備費において、施工設
備計画（工事発注用）に示される取水設備は計上されな
いものと考えてよろしいでしょうか。

割掛対象表参考内訳書「給水設備費」については、取水
設備も計上されます。

171 R3.11.25 08_割掛対象表参考内
訳書

坑内外仮設備保守費

「数量内訳（参考）」

割掛対象表参考資料
1109訂正公告3において坑内外仮設備保守費の数量内
訳が「昼夜2交代、16ヶ月」と訂正されましたが、この期
間はトンネル掘削期間を超えた月数となりますがよろし
いのでしょうか
ご確認願います。

坑内外仮設備保守費は１２．２ヵ月となります。
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172 R3.9.27 08_割掛対象表参考内

訳書
工事用進入路設置撤去

「工事の内容」

準備工事費の工事用進入路設置撤去において、
① 大型土のう及び盛土に使用する土砂の発生場所か
らの運搬費は計上することでよろしいでしょうか。
② 計上する場合、土砂の発生場所をご教示願います。
③ 工事用進入路撤去で発生する土砂は下部路体部へ
の流用と考えてよろしいでしょうか。

御社の施工計画に基づき必要な費用を計上してくださ
い。
なお、大型土のう及び盛土に使用する土砂に現地発生
土を使用する場合は、同箇所の現地発生土を本線部へ
流用する場合の運搬費との差分を計上してください。

173 R3.11.8 08_割掛対象表参考内
訳書

工事用進入路設置撤去

「工事の内容」

費用計上について（2重計上の防止）
工事用進入路造成の撤去材の本線路体盛土流用の場
合の「敷均し・転圧」割掛費用に含めないとのことです
が、金抜設計書のどの単価番号で計上すればよろしい
でしょうか

特記仕様書３０－２－１道路掘削・客土掘削となり、共通
仕様書２－６－７支払に記載のとおり、これらの項目に
は「敷均し・転圧」の費用が含まれています。

174 R3.11.8 08_割掛対象表参考内
訳書

吹付設備費

「数量内訳（参考）」

割掛対象表参考内訳書
【仮設備工事費】の吹付設備費の数量内訳において設
備の設置期間が約11ケ月とありますが、約13ケ月では
ないでしょうか

仮設備工事費の吹付設備費は、約１２.２ヶ月となりま
す。

175 R3.11.8 08_割掛対象表参考内
訳書

吹付設備費、積卸し設備費

「数量内訳（参考）」

割掛対象表参考内訳書において、吹付設備費と積卸し
設備費の期間が11ヶ月となっていますが、13ヶ月ではな
いでしょうか。

吹付設備費の期間は１２．２ヶ月、積卸し設備費の期間
は１３カ月となります。

176 R3.11.8 08_割掛対象表参考内
訳書

積卸し設備費

「数量内訳（参考）」

割掛対象表参考内訳書
【仮設備工事費】の積卸し設備費の数量内訳に
「掘削の単独施工期間－約11ヵ月、覆工作業の単独施
工期間－約1ヵ月、タイヤ方式」とありますが
「掘削の単独施工期間－約13ヵ月、覆工作業の単独施
工期間－約1ヵ月」ではないでしょうか

仮設備工事費の積卸し設備費は掘削の単独施工期間
－約１２．２ヵ月、覆工作業の単独施工期間－約１ヵ月と
なります。

177 R3.11.10 09_参考図 15/56 橋梁下部工施工ヤード造
成費

「施工数量」

割掛対象表　橋梁下部工施工ヤード造成費
図面「参考図　施工ヤード造成図15/56」
割掛対象表　参考内訳書には広内川橋A1、P3-2箇所と
ありますが、図面15/16の図面及び数量表ではP1・P2橋
脚にも敷砂利（ｔ＝10ｃｍ）を施工する様に表示されてい
ますが、今回は別途と考えて宜しいでしょうか。ご教示お
願い致します。

施工ヤード造成工の施工に含まれております。

178 R3.11.10 09_参考図 15・16・38
～41/56

橋梁下部工施工ヤード造
成費

「材料の仕様」

割掛対象表　橋梁下部工施工ヤード造成費
図面「参考図　施工ヤード造成図15,16,38～41/56」
施工ヤードに使用する切込砕石路盤材及び敷砂利は再
生クラッシャラン（RC-40）と考えて宜しいでしょうか。
また、撤去する必要がある場合、本線の路体盛土と考え
て宜しいでしょうか。ご教示お願い致します。

「割掛対象表 参考内訳書」の「橋梁下部工施工ヤード造
成」に記載されている盛土材料は規定しておりません。
盛土材料は御社の施工計画に基づきお考えください。
施工ヤード撤去する際に再生クラッシャラン（RC-40）使
用した場合、本線路体盛土への流用は不可となります。

29 ページ



工事名】 道東自動車道　新得工事

番号 回答日 　図書の区分 項　目 質問事項 回答
179 R3.11.10 09_参考図 15・16・38

～41/56
橋梁下部工施工ヤード造
成費

「施工内容」

割掛対象表　橋梁下部工施工ヤード造成費
図面「参考図　施工ヤード造成図15,16,38～41/56」
施工ヤード造成で発生する土砂は盛土部に流用し、そ
の残土は本線盛土と考えて宜しいでしょうか。
また、施工ヤード使用終了後は存置と考えて宜しいで
しょうか。
撤去する必要がある場合、土砂の不足分は土取場から
の運搬と考えれば宜しいでしょうか。ご教示お願い致し
ます。

施工ヤード造成で発生する土砂・残土は御社の土配計
画に基づきご計上ください。工事終了後の施工ヤードを
撤去するのは、広内川橋Ａ１、ペンケオタソイ川橋Ａ１橋
台部とし、それ以外は存置とします。なお、施工ヤード撤
去時に発生する土砂は御社の土配計画に基づき計上く
ださい。

180 R3.11.10 09_参考図 15・16・38
～41/56

参考図　施工ヤード造成図

「施工数量」

割掛対象表　橋梁下部工施工ヤード造成費
図面「参考図　施工ヤード造成図15,16,38～41/56」
施工ヤード造成図に記載の施工数量をまとめると「切土
5,522.8ｍ3、盛土3,112.8ｍ3、切込砕石路盤（ｔ＝20ｃｍ）
253.0ｍ2、敷砂利（ｔ＝10ｃｍ）2,921.0ｍ2、大型土のう126
袋」となります。「割掛対象表　参考内訳書」に記載され
ている数量とで差違が有ります。参考数量を正とすれば
宜しいでしょうか。ご教示お願い致します。

参考図　施工ヤード造成図15,16,38～41/56が正となり
ます。

181 R3.11.10 09_参考図 23/56 ペンケオタソイ川橋（下り
線）P-1橋脚仮設図（1/7）
（参考図

「山留材材料表」

2-（6）構造物掘削　特殊部B
【参考図】ペンケオタソイ川橋（下り線）P-1橋脚仮設図
（1/7）（参考図）の、2段目平面図の2.5段目アンカー部の
腹起（H-300）寸法がL＝2.5ｍとなっておりますが、同参
考図（6/7）の山留材材料表を確認しますと、腹起（H-
300）寸法はL=4.5ｍだと思われます。図面腹起長さにつ
いて、ご教示願います。

参考図　ペンケオタソイ川橋(下り線)　P-1橋脚仮設図
(6/7) (参考図)の腹起Ｈ-300×300×10×15の寸法は
L=4.5mが正となります。

182 R3.9.27 09_参考図 28/56 参考図
ペンケオタソイ川橋(下り線)
P-1橋脚仮設図 (6/7) (参
考図)

「継手」

設計図書　⑩-1【参考図】道東自動車道　新得工事
28/56
ペンケオタソイ川P1橋脚仮設図のCASE３（継手無し）の
橋軸直角方向の一部が空頭制限範囲内にあると思わ
れます。他の計画と同様に継手の計画がされておりませ
んが、設計変更対象となるのでしょうかご教示願いま
す。

設計図書のとおり計上ください。
なお、監督員が必要と認めた場合は変更協議の対象と
なります。

183 R3.11.10 09_参考図 28/56 ペンケオタソイ川橋（下り
線）P-1橋脚仮設図（6/7）
（参考図）

「山留材材料表」

2-（6）構造物掘削　特殊部B
【参考図】ペンケオタソイ川橋（下り線）P-1橋脚仮設図
（6/7）（参考図）の、山留材材料表について、同参考図
（2，3/7）の4・6段目平面図、5段目平面図を確認します
と、高強度腹起に接続する腹起（H-400）は、1段使いで
あるため、それぞれの員数は、24ではなく12になると思
われます。腹起（H-400）の材料表数量について、ご教示
願います。

参考図　ペンケオタソイ川橋（下り線）P-1橋脚仮設図
（2/7）・（3/7）
に記載のとおり4・5・6段目にて使用する高強度腹起に接
続する腹起しＨ-400×400×13×21は　それぞれの員数
は12本となります。

184 R3.11.25 09_参考図 28/56 ペンケオタソイ川橋（下り
線）P1橋脚仮設図（6/7）参
考図

「鋼矢板材料表」

訂正公告1,2,3（正誤表）
訂正公告3（正誤表）P6　ペンケオタソイ川橋（下り線）P1
橋脚仮設図の鋼矢板材料表では、鋼矢板枚数が204
枚、訂正公告1（正誤表）P12、訂正公告1（正誤表）P1の
特記仕様書の合計では205枚になりますが、どちらが正
でしょうか？ご教示願います。

ペンケオタソイ川橋（下り線）P1橋脚仮設図（6/7）参考図
の鋼矢板材料表204枚が正しい数量となります。
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番号 回答日 　図書の区分 項　目 質問事項 回答
185 R3.11.25 09_参考図 28/56・

29/56・
39/56・
42/56

ペンケオタソイ川橋（下り
線）P-1橋脚仮設図
P-1橋脚施工ヤード造成
図、下部工施工計画図

「積算の内容」

参考図P28/56・29/56仮設図　参考図P39/56・P42/56
ヤード・施工計画図
ペンケオタソイP1鋼矢板施工は、硬質地盤圧入機の施
工となっていますが、ヤードの関係上、機械吊り位置（盛
替え位置）に接近施工することが難しいため、大型ク
ローラクレーンでの施工となりますが、仕様重機の規格
は何トンでお考えでしょうか。またその重機の組立分解
運搬費はどの単価項目に計上をお考えでしょうか。

積算内容に関する質問はお答えできません。
特記仕様書30-2-5（10）に記載のとおり、施工に要する
労力・機械器具等で本工事を完成するために必要な費
用で諸経費を除く費用を含めて算出してください。

186 R3.11.10 09_参考図 29/56 ペンケオタソイ川橋（下り
線）P-1橋脚仮設図（7/7）

「継手」

図面「参考図29/56」ペンケオタソイ橋（下り線）P-1橋脚
仮設図
特記仕様書　30-2-5構造物掘削　(3)土留工の種別
構造物掘削（特殊部B）の鋼矢板種別が図面と特記仕様
書で相違があります。どちらが正と考えれば宜しいでしょ
うか。
（exp．図面には矢板長さL＝21.0ｍに9ヶ所継があるが
特記仕様書にはそれに該当する種別が無のですが。）
ご教示お願い致します。

設計図が正となります。
なお、R3.11.9付けで交付図書を訂正しており、「特記仕
様書」をご確認ください。

187 R3.11.10 09_参考図 31/56 ペンケオタソイ川橋（下り
線）A-2橋台仮設図（1/5）
（参考図）

「山留材材料表」

2-（6）構造物掘削　特殊部D
【参考図】ペンケオタソイ川橋（下り線）A-2橋台仮設図
（1/5）（参考図）の、山留材材料表について、同参考図
（1，2/5）の1～4段目平面図を確認しますと、1，2段目の
腹起及び隅火打は、H-300を使用し、3，4段目の腹起
は、H-350を使用し、隅火打は、H-300の使用となってい
ると思われます。図面表記部材と寸法から山留材材料
表に示しますと、以下の材料表になると思われます。当
該図面の山留材材料表について、ご教示願います。
【以下材料表　省略】

参考図　ペンケオタソイ川橋（下り線）A-2橋台仮設図
（1/5）（参考図）の山留材材料表の正は以下となります。
【以下材料表　省略】

188 R3.10.21 09_参考図 33/56 参考図
ペンケオタソイ川橋(下り線)
Ａ-2橋台仮設図 (3/5) (参
考図)

「Ｎ値」

設計図書⑩-2　33/56　A-2橋台仮設図（3/5）（参考図）
ペンケオタソイ川橋（下り線）において、地中のＮ値は最
大50/3と記載されています。一方で、令和元年度 道東
自動車道　ペンケオタソイ川橋橋梁構造検討 下部工仮
設工検討書p.438では、最大N値が177.5となっています。
どちらのＮ値を想定されているのでしょうか。ご教示願い
ます。

A-2橋台仮設図（3/5）（参考図）ペンケオタソイ川橋（下り
線）の地中のN値は最大50/3を想定しています。
なお、下部工仮設工検討書に記載されている中風化部
代表N値177.5は設計上の土質定数の設定における換
算N値となります。

189 R3.10.5 09_参考図 33/56 参考図
ペンケオタソイ川橋(下り線)
Ａ-2橋台仮設図 (3/5) (参
考図)

「交通規制が必要な作業」

設計図書　⑩-2【参考図】道東自動車道　新得工事
33/56
ペンケオタソイ川橋　A2橋台仮設図の仮設（山留）施工
手順において、2)鋼矢板打設や16)鋼矢板引抜き時は、
供用中路線の路肩規制を行い、施工することを想定され
ているのでしょうかご教示願います。

特記仕様書21-3　交通規制に記載のとおり、ペンケオタ
ソイ川橋　A2橋台仮設図の仮設（山留）施工手順におけ
る、2)鋼矢板打設や16)鋼矢板引抜き時は、設計図書に
おいては交通規制の対象としておりません。
なお、特記仕様書21-3に記載のとおり、今後実施する道
路交通法第８０条の規定に基づく協議により設計図書に
変更が生じた場合、受注者はこれに従うものとし、これ
に要する費用は監督員と受注者で協議し定めるものとし
ています。
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190 R3.10.21 09_参考図 34/56 参考図

ペンケオタソイ川橋(下り線)
Ａ-2橋台仮設図 (4/5) (参
考図)

「継ぎ」

設計図書⑩-2　34/56　A-2橋台仮設図（4/5）（参考図）
ペンケオタソイ川橋（下り線）において、鋼矢板（NS-SP-
J型）の溶接継ぎ箇所の明示がありますが、建込中に縦
継ぎする方法と陸上であらかじめ溶接継ぎをしてから建
て込む方法とがありますが、どちらを想定されているの
でしょうか。ご教示願います。

御社の施工計画に基づき計上してください。

191 R3.11.10 09_参考図 35/56 ペンケオタソイ川橋（下り
線）A-2橋台仮設図（5/5）

「継手」

図面「参考図35/56」ペンケオタソイ橋（下り線）A-2橋台
仮設図
特記仕様書　30-2-5構造物掘削　(3)土留工の種別
構造物掘削（特殊部D）の鋼矢板種別が図面と特記仕様
書で相違があります。どちらが正と考えれば宜しいでしょ
うか。
（exp．図面には矢板長さL＝17.5ｍ及び19.5ｍは「1ヶ所
継ぎ」だが、特記仕様書には継杭箇所が「－」になってい
ますが。）ご教示お願い致します。

設計図が正となります。
なお、R3.11.9付けで交付図書を訂正しており、「特記仕
様書」をご確認ください。

192 R3.11.25 09_参考図 35/56・
41/56

ペンケオタソイ川橋（下り
線）A-2橋台仮設図
A-2橋台施工ヤード造成図

「積算の内容」

参考図P35/56仮設図　参考図P41/56ヤード造成図
ペンケオタソイA2の鋼矢板施工は、一部ゼロクリアラン
ス圧入機の施工となっていますが、ヤードの関係上、機
械吊り位置（盛替え位置）に接近施工することが難しい
ため、大型クローラクレーンでの施工となりますが、仕様
重機の規格は何トンでお考えでしょうか。またその重機
の組立分解運搬費はどの単価項目に計上をお考えで
しょうか。

積算内容に関する質問はお答えできません。
特記仕様書30-2-5（10）に記載のとおり、施工に要する
労力・機械器具等で本工事を完成するために必要な費
用で諸経費を除く費用を含めて算出してください。

193 R3.11.25 09_参考図 38/56 ペンケオタソイ川橋（下り
線）A-1橋台施工ヤード造
成図

「施工の内容」

参考図38/56
ペンケオタソイ川P1・A2下部工施工ヤード造成時、土砂
が不足しますが、新内土取場から運搬し盛土とお考えで
しょうか。不足土の考え方をご教示下さい。

御社の土配計画に基づき計上ください。

194 R3.11.8 09_参考図 47/56
48/56

坑口付工図(1)、(2)

「吹付コンクリート」

参考図　47/56　48/56
坑口部の吹付コンクリート（t=200）の基準強度について
ご教示願います

吹付コンクリート（ｔ＝200）の基準強度は設計要領第三
集　トンネル建設編　「５－３－２　坑口の位置及び坑口
付け」及び設計要領第一集　土工建設編　「３－２　コン
クリートおよびモルタル吹付工」に記載のとおり、１５N/
ｍ㎡となります。

195 R3.11.10 09_参考図 50/56 仮設防護工

「材料の仕様」

割掛対象表　仮設防護工
避難連絡坑抗口付近に設置する仮設壁は設置のみと
考え、単管パイプ等は購入と考えて宜しいでしょうか。ご
教示お願い致します。

そのとおりです。
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196 R3.11.8 11_その他 閲覧資料 土配計画について、資料をご提示願います。 御社の施工計画に基づき計上してください。

197 R3.11.8 11_その他 閲覧資料

「サイクルタイム」

閲覧資料
閲覧資料の施工設備計画（工事発注用）において、制御
発破及び鏡吹付を考慮したサイクルタイムが計算されて
いますが、掘削サイクルタイムから鏡吹付分が控除され
ていません。このままでよろしいでしょうか。

鏡吹付分は必要となります。

198 R3.11.8 11_その他 閲覧資料

「サイクルタイム」

閲覧資料
同じく、DⅠ-a(H)-B1のサイクルタイム計算書で、鏡吹付
の厚さが25mmになっていますが、設計図面では40mm
になっています。どちらを正とすればよろしいでしょうか。

設計図面に記載のとおり鏡吹付コンクリートの厚さは4ｃ
ｍです。

199 R3.11.8 11_その他 閲覧資料

「サイクルタイム」

同じく、CⅡ-B2-L(H)のサイクルタイム計算書で、サイク
ルタイムの計に軽微な吹付等に要する時間の控除が反
映されていません。このままでよろしいでしょうか。

軽微な吹付等に要する時間は控除されます。

200 R3.11.8 11_その他 閲覧資料

「サイクルタイム」

施工設備計画（工事発注用）P84、86、88、90のサイクル
タイム表で、掘削サイクルタイムを計算する際、鏡吹付
時間が掘削サイクルタイムに入っているように計算され
ていますが、鏡吹付時間を控除するのではないでしょう
か。

鏡吹付分は必要となります。

201 R3.11.8 11_その他 閲覧資料

「サイクルタイム」

D1-a(H)-B1のサイクルタイム表で、鏡吹付の厚さが、
2.5cmとなっているが4.0cmでないでしょうか。また鏡吹付
時間が、29分から35分になると考えますがいかがでしょ
か。

設計図面に記載のとおり鏡吹付コンクリートの厚さは4.0
ｃｍです。
なお、サイクルタイムは鏡吹付コンクリートの厚さ4.0ｃｍ
相当で計算ください。

202 R3.11.8 11_その他 閲覧資料

「サイクルタイム」

C2Lのサイクルタム表の計（Q）が660分となっているが、
軽微な吹付等の施工に要する時間が、控除されていな
いと思われますが、控除すると635分と考えられますが
いかがでしょうか。

軽微な吹付等の施工に要する時間を控除したサイクル
タイムで計算ください。
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